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AHMED トラ レン シー バー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 
誠に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 きせ て 
効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 
最後 まで お 読み くだ さい 。 ま た 、 この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 
し て お いて くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ ま 
し た 時 に お 役に立ち ます 。 

本 取扱 説明 書 内 の 記述 は DR-450S、DR-450H に 特有 の 機能 
以外 は DR-1508、DR-150H の 表示 を 中 心 に 説明 し て お り ま 
す 。 周 返 数 表示 が 変わ る だ け で 運用 方 法 は 変わ り ま せん 。 
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本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 、 外 国 で は 使用 田 来 ませ ん 、 
この 無線 損 を 使用 する に は 、 郵 政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 
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( 1 ) ( ご 便 用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい ) 


念 付属 品 に つい て 多 


開 柚 し まし た ら 付 属 品 が そろ っ て いる て と を 確認 し て 下さ い 。 


マヤ クイ ッ ク マ ニュ アル 


ぁ 操 作 シ ー ト 
(オプ ショ ンマ イク EMS-12 の 
裏 に 貼っ て ご 使用 下さ い 。) 
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9 は た ます た まま まま どす すす メ 和 4 
マ 取 扱 説明 書 (本 書 ) 
マ 保 証書 


人 @ 使用 上 の ご 注意 多 


置 本 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど 
を 外し 、 内 部 に ふれ る こと は さけ で くだ さい 。 


ペグ 


SN ee 朋 


罰 直 貞 日 光 に 当る 所 、 ぼ こり の 多い 所 、 瞬 房 器 具 な ど 発 境 
物 の 近く は ざけ て くだ さい 。 


置 花 瓶 、 化粧 品 な ど 水 の 入っ た も の は 、 セ ッ ト の 上 に 置か な い 
で くだ さい 。 ま た 、 混 度 の 高い 所 は ざけ で くだ さい 。 


画 放 熱 を よく する た め 、 壁 か ら 10cm く らい 離し て くだ さい 。 
ャ ーー+ 
10cm 


画 チ ュー ナー、 デ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る よう な 
と き は 、 距 離 を 離し て 設置 し て くだ さい 。 


時 2 と | 


旦 亜 源 コ ー ド を 無理 に 引 守 抜い た り 、 折 り ま げた り し な い 
で くだ さい 。 ま た 、 継 ぎ 足 し する と 、 通 呈し な く な っ た 
り 、 シ ョ ー ト の お それ が あり ます の で し な いで くだ さい 。 


44 有 
の 


罰 本 セッ ト は DC (下流) 13.8V (-) 接地 用 で す 。 
る 
Ed (3 


罰 DC (直流 ) 安定 化 吉 源 を 使用 する 場合 ぬれ た 手 で AC 
(交流 ) 器 源 の プラ グ 在 抜き 差し し ます と 、 感 中 する お 
それ が あり ます の で 、 絶 対 に し な いで くだ さい ゝ 。 


和久 
ンーー っ 
ん SS 
すく 
す 9 
画 混 度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 急 に 温か い 所 へ 移動 し ま 
す と 、 製 品 に 視 が つく 場合 が お り ま す 。 器 が つく と 製品 


の 動作 に 悪影響 を 与え 、 故 障 の 原因 に な り ま す の で 、 よ 
く 乾 燥 させ 、 路 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


時 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 内 い が す る 場合 は 電源 スイ ッ チ 
を すばやく 切り 、 電 源 コ ー ド を 抜い こく だ さい 。 速 や か 
に 購入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 連絡 くだ 
さい 。 


運用 時 の ご 注意 


玉 電 波 を 発射 する まえ に 

ハム バン ド 近 く で は 、 多 く の 業 務 無 線 局 が 運用 さ 
れ て いま す 。 こ れ ら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発射 
する と アマ チュ ア 無 線 局 が 患 波 法令 を 満足 し て い 
て も 、 思 わ ぬ 吉 波 障害 を 起こ すこ と が あり ます の 
で 、 移 動 運 用 な ど で は 充分 ご 注意 くだ さい 。 特 に 
つぎ の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 行わ ず 、 
必要 な 場合 は 管理 者 の 承認 を 得る よう に し まし ょ 
う 。① 航 空 機内 ② 空 港 敷地 内 ③ 新 幹線 車輌 内 ④ 業 
務 無線 局 及び それ ら の 中 継 局 周辺 。 


@ 電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 依 


| モー ビル (自動 車 ) で 運用 する 場合 


1 取付 場所 

ご 使用 の 車種 に より 、 車 内 レイ アウ ト は 異な り ま す が 
操作 性 、 安 全 運 転 の 面 か ら 最適 と 思わ れる 場所 を 選 朱 よ 
うに し て くだ さい 。 と くに 、 ひ ぎ が 本 機 に あたら な いよ 
うな 場所 を 選ん で くだ さい 。 ま た 、 直 接 振動 が 伝わる 場 
所 や 、 カ ー ヒ ー タ ー の 吹き 出し 口 な ど 車 内 温度 が 上 昇 す 
る よう な 場所 は 選 け て 下さ い 。 


ら 電源 の 接続 方 法 

本 拉 は DC (直流 )1 3.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な どの 24V バ 
ッ テ リ ー の 車 に は 直接 接続 する こと が で きま せん 。 ま 
た 、 一 (マイ ナス ) 接地 車 で ご 使用 くだ さい 。 ま れ に 十 
(プラ ス ) 接地 車 が あり ます の で 、 そ の よう な 場合 は 最 寄 
り の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 で ご 相 設 く だ さい 。 
な お 、 車 戦 で ご 利用 の 場合 は バッ テリ ー に 直接 接続 し て 
下さ い 。 シ ガー プラ グ を 使用 され ます と 、 電 源 の 供給 が 
不安 定 に な る こと が あり ます の で 、 本 機 の 性 能 が 保持 さ 
れ ま せん 。 


9 車載 アン グル の 取付 方 法 

石 の 図 の よう に 車載 アン グル を 車 に 取り 付け た 後 、 ま ず 
4 本 の 大 角 ネ ジ を 本 体 に 軽く 取り 付け ます 。 六 為 ネ ジ ① 
を 車 戦 アン グル の 満 先 に 入れ 、 押 し 上 げ な が ら 後 方 に 
押し 込ん で くだ さい 。 同時 に 六角 ネジ ① を 車載 アン グル 
の 前 の 満 に いれ て くだ さい 。 車 報 アン グル の 前 の 潮 は 3 
つ あ り ま すか ら 、 本 接 存 哲 作 し や すい 角度 に セッ ト し て 
くだ さい 。 最 後に 本 機 を 付属 の スパ ナ で 車載 アン グル に 
し っ か り て 固定 し て くだ さい 。 


〈 下 了 所 と し て ぁ 4 キ 0.2 を あけ た 場合 > 


ボディ 


MB5 平 ワッシャ 
M5xeomm 
タッ ピン グ ネ ジ 


ポ デ ィ に 取り 付け る 5 


@ 電源 の つ な ざ 方 と 設置 方 法 多 


モー ビル アン テ ナ 取 付図 


ルー フサ イド 量 台 


レーーー ゴ 


で で で で 


マグ ネッ ト 基 台 
ン am 
デー で 


4 モー ビル アン テ ナ の 取付 方 法 

アン テ ナ に 接続 する 同軸 ケー ブル は 50 ロ の も の を お 使い 
くだ さい 。 特に 、430MHz 帯 で は 、 な る べく 損失 の 少な い 
も の で イン ビー ダン ス が 必ず 500 の 430MHz 用 アン テ 
ナ を ご 使用 くだ さい 。 モービル アン テ ナ は 、 車 の ボディ 
に アン デ ナ を 固定 する た め の 其 台 を 設置 する 必要 が あり 
ます 。 走行 中 に 脱落 する こと の な いよ うに 、 確 実に 取り 
付け て 下さ い 。 


| 固定 (ご 家庭 ) で 運用 する 場合 


1 電源 に つい て 

ご 家庭 で ご 使用 に な る な ど 、 融 定 避 と し て 本 機 を ご 使用 

に な る 場合 、 直流 安定 化 電源 が 必要 と な り ま す 。 直流 安 

定 化 電源 の 容 時 は 、 送 信 時 8 タイ プ で は 約 5A 以 上 、H 夕 

イブ で は 約 15ALA 上 の 中 流 容量 の ある 電源 を ご 使用 くだ 

さい 。 当 社 の 電源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 

本 機 と 安定 化 電源 と の 接続 は 、 赤 色 の 線 が 吉 源 の 十 ( ブ ラ 

ス )、 黒 色 の 線 が 電源 の -( マ イナ ス ) に 接続 し ます 。 接続 

に は 付属 の 路 源 用 リー ド 線 (DC コー ド ) で 配線 し て 下さ い 。 


ら 固定 用 アン テ ナ に つい て 

アン テ ナ は 交信 する うえ に お いて 、 と て も 重要 な 要素 と 
な けり ます 。 性 能 の よい アン テ ナ を お 選び くだ さ し 、。 市販 
され て いる アン テ ナ に は 、 無 指向 性 (すべ て の 方 向 に 吉 
波 の 出入 り が ある ) の グラ ンド プレ ー ン アン デ ナ や 、 指 
向 性 (お る 方 向 に の み 電 波 の 出入 り が ある ) の ある 八木 
アン テ ナ な ど が あり ます の で 、 運 用 目的 や 設置 場所 に 応 


禁止 事項 


電源 の 接続 方 法 : シガー プラ グ か ら の 亜 源 供給 は お や めく だ さい 。 忠 源 供給 が 不安 定 と な り 性 能 が 維 持 され な いこ と が あり ます 。 


本 体 の 改造 : 本 体 の 改造 は お や め 下さ い 。 


理 な 改造 が 原 | 


の 


じ て お 選び くだ さい 。 ま た 、 同 軸 ケ ー ブ ル は で さる だ け 
太い も の (5D-2V 以 上 ) を お 使い に な り 、 な る べく 短く 
ご 使用 くだ さい >。 


| と お も われ る 局 障 等 に つい て は 保証 期間 内 で あっ て も 保証 が きか 


な く な る うえ に 修理 を お 断り する 場合 も お り ま す 。 
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1. フ ロン トバ ネル 


NE】 


SEP 


pr Yxvnx 
pw ( う 
SQL ド 
地 KL 


〇 @ 


る ③ @ @ $@ 


の 6 @@@ 


34 SkiP sHiFT 


BELL tsSQ 


@ 


人 @ 単 独 で 操作 し た 時 の 機能 


la | 


名 条 機能 ペー ジ 
1 ダイ ヤル ae 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル や 各 設定 項目 を 変更 加 
この キー と 他 の キー を 組合 わせ る と 、 い ろ い ろ な 機能 を 呼び 出す こ 
る F と が で きま す 。 キ ー の 押下 時 間 が 0j5 秒 以内 な ら が 点 灯 、 ー 
0.5 秒 以上 な ら 点 減 し ます 。 

| V/M/ MW VFO モ ー ド (A or B) と メモ リー モー ド を 切換 えま す 。 15 

4 MLHIz / STEP | 13 | 
| 5 BAND / HEV メイ ン バ ン ド と サブ バン ド を 切換 えま す 。 16 
Ye 
フ SRHCHI / BELL | VFO. メモ リー モー ド で チャ ン ネ ルス コー プ を 開始 、 停 止 し ます 。 gg 

] PHI /TSGQ DF150 は プラ イオ リティ 開始 、 公 し ます 。 Sg | 
HPT DR-450 は レビ ー タ ー 運 用 時 の 設定 に し ます 。 43 
EEZ 
10 | CALL/KL al ド を 陸 出 し ます 。 再 度 押す と 元 の モー ド に 戻り ます 。 | 15 
11 H/L / DIM 送信 出力 を 3 段階 に 切換 えま す 。 | 14 
TX NRX 信号 を 受信 する と 線 色 に 、 送 信 する と 赤色 に 点灯 し ます 。 12 
18 | マイ 2 | 付属 の マイ ク を 接続 し て 下さ い 。 還 
13 POWER 融 源 を ON/OFF す る スイ ッ チ で す 。 18 
14 VOL 音量 調整 用 の ツマ ミ で す 。 」 12 
15 ] SQL スケ ル チ を 調整 する ツマ ミ で す 。 18 


人 @F キ ー を 0.5 秒 以内 押し 、 点灯 中 に 操作 し た 時 の 機能 


| mp 名 称 機能 ペー ジ 
1 ダイ ヤル S メ ー タ スケ ル チ レ ベル を 設定 し ます 。 83 
2 |F を 消灯 し 、 設定 を 終了 し ます 。 | - 
3 | VM/MW メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 寺 込 み (登録 ) し ます 。 
4 | MHz/STEP | チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 し ます 。 
5 | BAND / REV | ※ 受 信 の 周波 数 を 入れ か が え 、 リ バー スモ ー ド で 受信 し ます 。 
6 | SCAN/SkKip | メモ リー モー ド で スキ ッ プ メモ リー の 設定 と 解除 を 行い ます 。 
7 | SHCH / BELL | ベル 機能 を ON/OFF し ます 。 
8 | BE/Tsq トー ン 説 定 、 ト ー ン 千波 数 を 説 定 し ます 。 87 
9 VFO/ SHIFT シフ ト 方 向 、 シ フト 幅 、 ス プリ ッ ト を 設定 し ます 。 人 35 
10 CALL/ KL | キー ロ ッ ク を ON/OFF し ます 。 38 
11 | HL/DIM 照明 ディ マー を の 段階 に 切換 えま す 。 | ss 
人 @F キ ー を 0.5 秒 以上 押し 、 点滅 中 に 操作 し た 時 の 機能 
| lm | 名 称 機能 区 記 
ダイ ヤル スケ ル チ タ イマ ー を 設定 し ます 。 84 
円 E を 消灯 し 、 設 定 を 終了 し ます 。 た 
3 | VM/MW メモ リー チャ ン ネ ル デ ー タ を クリ ア 、 又 は 再生 し ます 。 | i 
5 | BAND/REV 送信 タイ ム ア ウ ト タ イ マー を 設定 し ます 。 40 
6 SCAN / SKIP スキ ャ ンタ イブ を 設定 し ます 。 86 
| 7 | SHCH/BELL | プラ イオ リティ を 開始 し ます 。(DR-450 の の ) ge 
8 
| 8 al /TSQ DSQ モ ー ド を 設定 し ます 。 DSQ コ ー ド 設定 へ も 移行 し ます 。 2 
9 | VFO/SHIFT | VFO テ デー タ を リセ ッ ト ( 科 期 化 ) し ます 。 48 
10 ! CALL/KL ビー ブ 音 を ON/OFF し ます 。 40 
11 | HL/DIM メイ ン バ ン ド で HF ア ッ テ ネ ー タ を ON/OFF し ます 。 4 | 
多 キ ー を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ た 時 の 機能 
Mo 名 称 。 | 機能 ペー ジ 
2 |F 全て の デー タ を リセ ッ ト し 初期 状態 に 戻し ます 。 4 ら 
3 | VM/Mw メモ リー チャ ン ネ ル デ ー タ の 全 デ ー タ を リセ ッ ト し ます 。 4a 
4 | MHz/STEP メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 モ ー ド に な り ま す 。 20 
6 | SCAN/ SKIP | DTMF コ ー ド の パー スト 時 間 を 切換 えま す 。 53 
8 | BT/TSG DTMF コ ー ド ] 桁 目 の 送出 まで の 待ち 時 間 を 切換 えま す 。 53 
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スプ レイ 

@ る @ @ @ @ @ 
li 

TT SKIP C == 三 = 上 | EigW]- | 


ー ト _@ 


トー@ 


1ー-⑲ 


kE2 


① 
@ IM 

⑨ 

9) 
⑤ KL 

⑥⑤ 

の 6PD ロ DIAL : 
⑥ 恩 国 本 人 : 
@⑨ PHI 
KU 

⑩ VS 


: 信号 を 受信 する と 点 好 し ます 。 
1 V……VFO モ ー ド を 表し ます 。 


IMI… ツ メモ リー モー ド を 表し ます 。 


・ VFO モ ー ド で は VFO A か B か を 表示 し ま 


す 。 メモリー モー ド で は メモ リーNQ を 表 
し ます 。 


: F キ ー を 0.5 秒 以内 押す と 点灯 、0.5 秒 以 


上 押す と 京 滅 し ます 。 京 灯 、 京 滅 中 に 他 
の キー を 押す と ファ ンク ショ ン 機 能 を 実 
行 し ます 。 


・ キー ロッ ク 中 に 点灯 し ます 。 


: オプション の DTMF 付 マイ ク (EMS-1 ら ) 


の REMOTE/DTMF ス イッ チ を REMO 
TE 側 に する と 点灯 し 、② を 入力 する と 点 
減 し ます 。 

DTMF 付 マイ ク (EMS- 1 2) を 取付 時 の み 
動作 する オー ト ダ イア ル 能 が ON の 時 、 
点灯 し ます 。 


DSGi 運 用 状態 を 表し ます 。 


・ プ ライ オリ ティ 中 に 点灯 し ます 。 優先 チ 


ャ ン ネ ル で 受信 延長 時 は 点滅 し ます 。 


・ 点灯 中 の スキ ャ ン は タイ マー スキ ャ ン で 


す 。 (消灯 中 ほ ビ ジー スキ ャ ン ) 


・ 点灯 中 の スキ ャ ン は 空き スキ ャ ン で す 。 


(消灯 中 は ノー マル スキ ャ ン ) 


: 送信 出力 パワ ー を 表し ます 。( 両 方 消灯 時 
は HM パ ワー) 

: 送受 信 周 波数 表示 中 の MHz デシ マル 
ポイ ント で す 。 スキ ャ ン 中 、 ブ ライ オリ テ 
ィ ポ ー ズ 中 は 点滅 し ます 。 


⑫ 日 き : 送受 信 周 波数 や シフ ト 幅 、 トー ン 周 波数 


@ @ @ @ 


や 各 設 定 を 表示 し ます 。 

・ シフ ト 方 向 十 を 家 し ます 。 

・ シフ ト 方 向 - を 表し ます 。 

: スプ リッ トモ ー ド 時 、 点 灯 し ます 。 

: レビ ー タ ー 設 定時 点灯 し ます 。 
(DR-450 の み ) 

・ トー シン エン コー ダ 、 ト ー ン スケ ル チ の 設 
定 状態 を 表し ます 。 

: 受信 中 は S メ ー タ 、 送 信 中 は H/F メ ー タ と 
し て 働き 、 送 受信 の 強 さ を 表示 し ます 。 
チャ ン ネ ルス コー プ 中 は 各 波 の 受信 レベ 
ル を 表し ます 。 

> ベル 機能 が ON の 時 点灯 し 、 呼 出し が ある 
と 点滅 に 変わ り ま す 。 

: 表示 中 の メモ リー が スキ ャ ンス キッ プ メ 
モリ ー で あめ ある こと を 表し ます 。 

: RF アッ テ ネ ー タ が ON の 時 、 点 灯 し ます 。 


3. リ アパ ネル 


① 電 源 コ ネ ク タ 8 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し て 下さ い 。 起源 コー ド は 赤 が 
ブラ ス ) 祝 、 県 が マイ ナス 〇 ) 極 に な る 様 に 正しく 接続 
し て 下さ い 。 電源 は DC]1 3.8V を ご 使用 下さ い 。 


② ア ン テ ナ コネ クタ 
市 服 の アン テ ナ イ ン ビ ー ダ ンス 50Q の アン テ ナ な を 接続 し 
て 下さ い 。 


③9600bps パ ケッ ト 専 用 端子 
9600bps バ ケッ ト 通 信 を 行う 時 は ここ に 接続 し て 下さ 
い 。 (wm P82) 


PRS6OO (8600bps 用 デー タ 出 力 ) 
100mVp-p/47kQ 


TXD GND 
(送信 デー タ 入 力 ) 


④ 外 部 スピ ー カ ー 競 子 
外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 外 部 スピ ー カ ー を 
接続 する と 、 こ の 端子 か ら 斉 声 が 出 ます 。 
また 、1200bps の パケ ッ ト 通 信 を 行う 時 は 、 こ こ に 接 
続 し て 下さ い 。(cwP61) 


4. マ イク ロホ ン 


①②UP プ DUWN キ ー 
周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル や 台 設 定 内 宇 を UP/DOWN 
する キー で す 。 押し 続け る と 連続 し て 変化 し 、 0.5 秒 以上 
押す と スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 ス キャ ン は PTT キ ー を 押 
す と 止ま り ま す 。 


③PTT キ ー 
この キー を 押し て いる 間 、 送 信 状態 に な り ま す 。 名 設 
操作 中 に この キー を 押す と 設定 が 完了 し ます 。 


④UP プ DOWN ロ ックス イッ チ 
この スイ ッ チ を DN に する と マイ ク の UP/DOWN キ ー の 
機能 は 停止 し ます 。 


の 


マイ クコ ネ ク タ 接 続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 


( 基本 操作 


1. 受信 か ら 始 め よ う ! 


受信 する と 緑色 に 点灯 する 。 


較 も う 一 度 POWEH ス イッ チ を 押す と 、 
電源 が 切れ ます 。 


| 1 電 泊 を 入れ る 


POWER ス イッ チ を 押す 。 


Y 
の .gg | 


DR-150 


g. 音量 を 調節 する 


VOL ツ マミ を 回 す 。 


回 す と 大 きく な り ま す 。 


^) 右 に 
(> 左 に 


回 す と 小 く な り ま す 。 


3. スケ ル チ を 調節 する 


ツマ ミ を 左 に 回 す と “ザー ッ ′ と いう 雑音 が 聞 
こえ ます 。 ゆ っ くり と ツマ ミ を 右 に 回 し て ゆき 、 
維 音 が 消え る ポイ ント に セッ ト し ます 。 あま り 


右 に 回 し すぎ る と 信号 を 受信 し て も 音 が 聞こ え 
な く な り ま す 。 


SQL ツ マミ を 回 す 。 
弄 ス ケル チ に は S メ ー タ スケ ル チ 機 能 
( 呈 PS3) も あり ます 。 
(通常 は ノイ ズ ス ケル チ で す 。) 
《 時 信 中 の 表示 


1. 愛 信 の 感度 を スコ ー プ 表示 部 (S 
メー タ ) に 8 身 階 で 表示 し ます 。 


る 信号 を 受信 する と 、 TXNRX LED 
が 緑色 に 点灯 し ます 。 


= 
上 ー 
ーー ョ ーー」 
ヒー 一 
= 
し 開 韻 韻 時 WU 大 内" 
BUSY 還 -ー ロ ー ゴ ビー ゴーゴ ヒー キー ゴー 
| | まま 1 
レベ ル 1 2 8 4 5 6 7 
信 号 謗 ーーーーーーーーーーーーーー デ - 


思 ーー 


画 UP/DOWN キ ー は Q.5 秒 以上 押す と 
スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 ス キャ ン は 
PTT キ ー で 停止 し ます 。 


玉 受 信 周 波数 秋 囲 


(MHz) 
DR-150 DR-450 
144.000 430.000 
ー145.985 ー439.985 


4. 周波 数 を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー を 押す 。 


UP ! DOWN 
時 計 方 向 | 友 時 計 方 軸 
1 
1 
1 
メイ ンダ イヤ ル 1 メイ ンダ イヤ ル 
マイ ク 守 
周波 数 が DOWN 
4 す と ば 
中 如 
す 
回 ます 
ロー せ 本 
ます ます 
4 JJ す きす す 
に 半 た だ 朋 け た りす 


MHz 単位 部 が 点滅 し ます 。 


(② ダ イヤ ル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で 周波 数 を 設定 する 。 
周波 数 が 1MHz 単 位 で 変化 し ます 。 


の こと こさ 1 ン 
に ー す は 
] 操作 中 は MHz 単位 部 の 点 江 が 点 
1 灯 に 変わ り ま す 。 
y ーー ヽ ュ 1 レン 
一 人 呈 - 如 お 
| の 
MHz キー か が 、PTT キ ー、F キ ー を 押す 。 


又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も MHz 単位 の 設定 が 終了 。 


ら . 送信 を し て みる ! 


1. 送信 周波 数 を 合わ せる 


信 の 時 と 


避 


様 に 送信 周波 数 を 設定 し て 下さ い 。(mswP193) 


ら . 送信 出力 を 決め る 


田 工 場 出 薔 時 は HI パワ ー 設 定 さ れ て いま ロン L キ ー を 押す 。 


DR-1501DR-450 


す 。 


7 げ 5 及 月 | Mt ワ ー (大 示 な い ) 
す HL 
HL 月 呈 . 困 MID バ ワー ( 男 点 ) 
日 ル 
人 f ど ち 7 娘 LOW パ ワー ( 則 点 灯 ) 
ご 3. 送信 する 
注意 
送信 する と き は ほか の 局 の 通信 に 妨 寄 マイ ク の PTT キ ー を 押す 。 
を 与え な いこ と を 確認 し て 下さ い 。 


TX LED が 赤色 に 点灯 し 、 送 信 状態 に な っ 
た ら マ イク に 向かっ て 話し て 下さ い 。 


- 皿 送信 中 は 送信 出力 が HF メ ー タ に 表示 


川 吊 
ェ II 則 


TX LED は 消灯 し ます 。 信 号 を 受信 する と 
緑色 に な り ま す 。 


3. 動作 モー ド 


本 機 は 3 つの 動作 モー ド (VFOD モ ー ド , メモ リー モー ド 、CALL モ ー ド ) が あり ます 。 


モー ド 切 換 キー 


VF0 モ ー ド 


最初 に 電源 を 入れ た 時 、 表 示さ れる の が VFO モ ー ド で 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 マ イク の 
UP/DOWN キ ー で 簡単 に 周波 数 を 変更 で きま す 。VFO に は A・B の どら つの チャ ン ネ ル 
が あり 、VFO モ ー ド で VFO キ ー を 押す と A と B が 切換 り ま す 。 他 の モー ド か ら VFO モ 
ー ド を 呼出 す と 、A・B の うち 最後 に 表示 し た 方 の チャ ン ネ ル に な り ま す 。 


VFo R 
呈 .g ガ 7 す 促 
Vro 


2 
映 リロ 
SH チャ ッ ネ ル 


CALL モ ー ド の 前 に 
CALL VFO モ ー ド 使用 時 。 
VM も し く は 
CALL 


メモ リー モー ド CALL モ ー ド 


CALL モ ー ド の 


前 に メモ リー モ 
あめ あらかじめ 、 メ モリ ー し て お いた 周波 数 を | 一 ド 使用 時 。 コー ルチャ ン ネ ル で の 待受け や 呼出 し の 時 
呼出 し て 運用 する モー ド で す 。 ダ イヤ ル を 2 に 運用 する モー ド で す 。 
回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で メモ | ーーー 


リーNo が 変わ り ま す 。 


半 た た 朋 ガ が CALL と の 5.g 
人 LED_- 
(詳し い 内 容 は mrP17ー) 


コー ル テ チャ ン ネ ル 
(詳し い 内 容 は eswP ら 1 <) 
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4. メ イン バン ド と サブ バン ド に つい て 


本 機 は 送受 信 の で きる メイ ン バ ン ド と 、 受 信 の み の サ ブ バ ンド の ら つ の 周波 数 帯 が 使用 で きま す 。 


メイ ン ・ サブ バン ド の 周波 数 範囲 (単位 ・ MHz) 
5 メイ ン バ ン ド サブ バン ド 
モデ ル ー ー 
愛 信 送信 受 信 送信 
DR-150 144.000 430.000 9 
<145.885 <ー439.995 
月 .D00 
前 和 430.000 144.0 
<438.885 ー ン 145.885 
注意 サブ バン ド で PT F キ ー を 押す と `OFF" が 表示 し 送信 で きま せん 。 
バン ド の 切換 え か た 


(①VFO モ ー ド に する 。(wsy P15) 
(②BAND キ ー を 押す 。 


5.gg キー を 押す 毎 に メイ ン バ ン ド と サブ バン ド が 切 


換わり ます 。 
1 BAND 


( 各 機 能 の 使い か た 


1. メモ リー チャ ン ネ ル 


本 機 は 1O0ch の メモ リー チャ ン ネ ル に 加え 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 用 の エッ ジ メ モ リー、CALL チ ャ ン ネ ル と 、 
豊 室 な メモ リー を 備え て いま す 。 よく 使う 周波 数 や 運用 設定 を メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し て お く と 簡単 に 呼 


び 出 すこ と が で きま す 。 
メモ リー の 和則 時 の 設定 
初 値 (MH2) ge 
メモ リーNO. 肉 容 ② シ フト 方 向 
・ DR-150 DR-450 ③ シ フト 幡 
ch1 145.000 | 438.000 | (⑨ ト ー ン 設定 
語 | 通常 の メモ リー チャ ン ネ ル 直人 トー ン エ ンコ ー ダ 周波 数 
ch2_ な 0 
トー ⑥ ト ー ン デコ ー ダ 周波 数 
U プロ グラ ム ス キ ャ ン 上 限 1 45.985 438.985 ⑦ DSGQ 設 定 
L プロ グラ ム ス キ ャ ン 下 限 144.000 430.000 
C CALL チ ャ ン ネ ル 145.000 2433.000 


メモ リー モー ド を 終 出 す に は まず 、 メ モリ 
ー モ ー ド に セッ ト し て 下さ い 。 (WP15) 


罰 工 場 出 共 時 、 メ モリ ー モ ー ド に し て 最 
初 に 表示 され る の は ch 1 で す 。 


画 デ ー タ が 登録 され て いる チャ ン ネ ル の 
み 表 示し ます 。( 初 期 状態 で 表示 され る 
の は ch1.U.L.C の み ) 


メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 し か た 


1. メモ リー モー ド に する (すでに メモ リー モー ド の 時 は 省略 ) 


VF0 モ ー ド で V/M キ ー を 押す 。 


M と メモ リーN0. が 表示 さ 
れ メ モリ ー モ ー ド に な り ま す 。 


ら . メモ リー チャ ン ネ ル NO. を 選ぶ 


ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー を 押す 。 
UP 


時 計 方 向 


メモ リー 
チャ ン ネ ル が 
UP 


居 Ch1 一 ら 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
} 
H 
1 
メイ ンダ イヤ ル 
1 
1 


DOWN 


メモ リー チャ ン ネ ル が 
DOWN 
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メモ リー モー ド で 周波 数 を 一 時 変更 する (一 時 可変 モー ド ) 


メモ リー 一 時 可変 モー ド に する と 、VFO 
モー ド と 同じ よう に チャ ン ネ ルス テッ プ 
単位 で 周波 数 を UP/DOWN で きま す 。 


玉 MHz キ ー に より 、1 MHz 単位 で 周波 数 
を 変更 で きま す 。(mP18) 


画 居 波数 以外 の 設定 も 通常 の メモ リー モ 
ー ド と 同様 に 変更 で きま す 。 


① VFO キ ー を 押し て 1 秒 以内 に 離す 。 


M と +1[ 


で UP/DOWN し ます 。 


V/M キ ー を 提 す 。 


一 時 可変 モ - ド に に な り 、M と 
1 1 が 交互 に 表示 し ます 。 


(③ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で 周波 数 を 変更 する 。 
VFO A 又 は B の うち 、 選 択 さ れ て いる 側 の VFO の チャ ン ネ ルス テッ プ 


3 
村 


一 時 変更 し た 内 容 は キャ ン セ ル さ れ 、 元 の メモ リー デー タ に 戻り 、 一 時 可変 


モー ド を 終了 し ます 。 


| メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 


現在 の 運用 状態 を 任意 の メモ リー チャ ン 
ネル に 登録 する こと が で きま す 。 以下 の 
モー ド か ら 登 録 す る こと が で 寺 きま す 。 


eVFOD モ ー ド 

メモ リー モー ド 

メモ リー 一 時 可変 モー ド 
WCALL モ ー ド 


ェ ーー 


が 点灯 し ます 。 


② MW キ ー を 押す 。 


M と メモ リーN0. が 表示 し ます 。 


(① F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 離 す 。 


メモ リーNO. は 最後 に 書き 込ん だ チャ ン ネ ル 、 も し く は 書込み 後 、MH チ 
ヤン ネル を 変更 し て いる 場合 は 最後 に 便 用 し た MR チャ ン ネ ル か ら 上 方 


向 に ある 最寄り の 空き メモ リー が 


動 的 に 選択 ざれ 


ます 。 上 方 向 に 空き 


が な い 場 合 は 下方 向 に 探し 、 空 き が な い 場 合 は 最後 の 書込み 、 や し く は 使 


用 し た チャ ン ネ ル が 選択 され ます 。 


略 メ モリ ー 選 択 中 は 、 メ モリ ーNO. の 点 
減 が 点灯 に 変わ り ま す 。 


ほ 玉 
WM 点 灯 の チャ ン ネ ル を 選ん で 操作 する 
と 、 古 い デ ー タ が 消え て し まい ます 。 


SKIP 設 定 に つい て 。 
UL.C へ は 必ず SKIP が ON の 状態 で 登 
録 さ れ 、ch] 一 100 へ は 必ず SKIP が 
OFF の 状態 で 登録 され ます 。 
(スキ ッ プ P2S) 


⑧ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で メモ リー を 選ぶ 。 
全 メ モリ ーch か ら メ モリ ーNO0. を 選択 で きま す 。 周波 数 な どの 表示 は 変 
わり ませ ん 。 


4 空き メモ リー の 表示 
M は 点 滅 メモ リーNO. 点 小 


登録 済 メ モリ ー の 表示 
M は 点灯 メモ リーN0. 点 減 


④ MW キ ー を 押す 。 
ピー 音 が 鳴り 、 メ モリ ー に 登録 され まし た 。 が 消え 、 元 の モー ド に 
戻り ます 。 


登録 中 止 ) PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
文 は 5 秒 剛 探 作 が な いと 登録 を 中 止 し ます 。 


メモ リー デー タ を 消去 、 再 生 する 


メモ リー 選択 時 、M 点 灯 メ モリ ー を 選ぶ 
と メモ リー が 消去 され 、M 点 滅 メ モリ ー 
を 選ぶ と 再生 され ます 。 


@ 次 の メモ リー は 消去 、 及 び 再 生 する こ 
と は で きま せん 。 
chi.ULLG 


一 度 も デー タ を 登録 し て いな い メ モリ 
ー を 再生 する と VF0 デ ー タ の 初期 値 が 
メモ リー に 登録 され ます 。 


TI 


① メモ リー モー ド で F キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 
が 点滅 し ます 。 
⑧ V/M(MW) キ ー を 押す 。 
メモ リーNO. が 点滅 し ます 。 
消 衣 
⑬ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で 、. M 点 灯 メ モリ ー を 選ぶ 。 
④ V/M(MW) キ ー を 押す 。 
選択 し た メモ リー が 消去 され 、 1 つ 番 号 の 小さ い メ モリ ー が 表示 され ま 
す 。 
⑬ ダイ ヤル を 回 すか 、 マイ ク の UP/DODWN キ ー で 、M 点 減 メ モリ ー を 選ぶ 。 
④ V/M(MW) キ ー を 押す 。 
選択 し た メモ リー が 再生 され まし た 。 
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メモ リー デー タタ を VFO に コピ ー す る 


命 メ モリ ー モ ー ド で VFO キ ー を 1 秒 以上 押す 。 


VFOU キ ー を 押す と 、 メ モリ ー 一 時 可変 モー ド に な り 、 そ の ま 
ま ] 秒 以上 押し 続け る と 、 現 在 の メモ リー デー タタ を 最後 に 選択 
され て いた VFO A ま た は B に コビー し 、 VFO モ ー ド に な り ま 
す 。 


@CALL モ ー ド 、 メ モリ ー 一 時 可変 モー ド で VFO キ ー を 1 秒 以上 押す 。 


1 秒 以 上 押す と 、 CALL ま た は メモ リー 一 時 変更 し た デー タ 
を VFO A ま た は B に コピ ー し 、VFO モ ー ド に な り ま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 モ ー ド で 運用 する | 


登録 し た メモ リー の Na だ け を 表示 し て 運 
用 する モー ド で す 。 こ の モー ド に 入る と 、 
VFO や CALL モ ー ド を 呼出 すこ と が で き 
な く な り ま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 モ ー ド で は 次 の 
勤 作 は で きま せん 。 


@VFOD、CALL 呼 出し (本 P15) 
@ メモ リー 登録 (TP18) 
@ チ ャ ン ネ ルス コー プ (eyP24) 
プロ グラ ム ス キ ャ ン (sm PS8) 
@ ブ ライ オリ ティ (eyPS32) 
ゅ リバ ー ス (em P36) 
@ チ ャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 (eyP38) 
@ る リセット (emP43) 


また 、 メ モリ ー に 登録 され た シフ トス ブ 
リッ ト 設 定 、 ト ー ン 設定 、DSQ 設 定 は 
動作 し ます が 、 こ れ を 変更 する こと は で 
ぎません 。 


(①MHz キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る 。 


9 周波 数 表示 が 隠れ 、 メ モリ ーNa が 
表示 され ます 。 


(ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で メモ リーNa を 選ぶ 。 
登録 し た メモ リー の Na が 表示 され ます 。 


同 操作 で 解除 。( 周 波数 表示 に 戻り ます 。) 


どら. CALL チ ャ ン ネ ル 


呼出 し 周波 数 (CALL チ ャ ン ネ ル ) を 運用 する モー ド で す 。 
CALL チ ャ ン ネ ル は メモ リーC チ ャ ン ネ ル に 記憶 され て お り 、 通 常 の メモ リー と 同様 に 自由 に デー タ を 変更 で き 
る の で 、 よ く 使 う 周波 数 を 登録 し て お く と 簡単 な 操作 で 呼び だ せま す 。 


CALL チ ャ ン ネ ル の 呼出 し 方 (CALL モ ー ド ) 


時 工場 出荷 時 の CALL 周 波数 VFO ま た は メモ リー モー ド で CDALL キ ー を 押す 。 
DR-15O : 145.D00MHz 
DR_45O : 433.000MHz 


4 OPA 


8o* 


注意 ・ 
上 記 の 周波 数 は 呼出 し 、 待 受け 用 の チ 6 
ャ ン ネ ル で すず 。 相 手 局 と 交信 で きた 時 CALL 
は 速やか に 他 の チャ ン ネ ル に 移っ て 下 
ざい 。 


CALL モ ー ド で CALL キ ー を 押す と 、 元 の モー ド に 戻り ます 。 


CALL 周 波数 を 変更 する | 


コー ルチャ ン ネ ル の 内 容 を 変更 し た い 時 
は メモ リー チャ ン ネ ル C を 書 寺 換え ま 
す 。(erP1B) 


罰 固 渋 数 以外 の 設定 は CALL モ ー ド で 同 
様 の 操作 を する 一時 変更 で きま す 。 
CALL モ ー ド か ら C 以 外 の メモ リー を 
選ぶ と 任意 の メモ リー に CALL デ ー タ F 1 
在 転送 で きま す 。 


下 CALL モ ー ド で VFO キ ー を 1 秒 以上 押 ー ド リーー! EE ー タ を 設定 
す と 、CALL デ ー タ が VFO に コピ ー さ ⑩ VFO モ ー ド が メモ リー 一 時 可変 モー ド で 新しい CALL デ ー タ を 設定 する 。 


れ ま す 。 


⑧ F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 静 す 。 
が 点灯 し ます 。 


③ MW キ ー を 押す 。 
④ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で メモ リーC を 選び 。 


⑤MW キ ー を 押す 
ピー 音 が 鳴り 、CALL 周 波数 が 変更 され まし た 。 


メモ リーC は 消 赤 で きま せん 。 
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3. チャ ン ネ ルス コー プ 


チャ ン ネ ルス コー プ と は 周波 数 表示 チャ ン ネ ル を 受信 し な が ら 、 周 辺 の チャ ン ネ ル の 受信 状況 を レベ ル 表 示 
する 機能 で す 。 チャ ン ネ ルス コー プ 中 は 複数 の テ ャ ン ネ ル の 使用 状況 が 一 目 で キヤ ッ チ で きま す 。 


< 請 常 受信 時 > 
表示 周波 数 の 受信 レベ ル を 模 方 向 に フレ ベ 
ル で 表示 し ます 。 
〈 く チャンネル スコ ー プ 時 > 
朋 りり 如 表示 周波 数 ( マ 点 灯 ) を 中 心 に 7 波 の レベ ル 


を 縦 方 向 に 4 レベ ル で 表示 し ます 。 


@ 表示 周波 数 を セン ター 周波 数 (セン ター チャ ン ネ ル ) と いい ます 。 
の チャ ン ネ ルス コー プ の し くみ 


周辺 の ch(⑥ 波 ) の レベ ル を 計 
測 し 、 ス コー プ 表 示す る 。 
( 受 信 斉 は 出さ な い ) 


表示 周波 数 (セン ターch) を 
5 秒間 受信 する 。 


周辺 ch 大 受 信 し て いる 加 、 セ ンタ ーch の 受信 音 は 途切れ ます 。 


チャ ン ネ ルス コー プ に は 、 次 の 8 種 類 が あり ます 。 
一 VFO チ ャ ン ネ ルス コー ブ ・ チ ャ ン ネ ルス テッ プ ず つ 離 れ た 周波 数 の レベ ル 表 示 を し ます 。 
題 メ モリ ー チ ャ ン ネ ルス コー プ …… 隣 り 合っ た メモ リーch の 周波 数 を レベ ル 表 示し ます 。 


VFO チ ャ ン ネ ルス コー プ 


還 CALL モ ー ド 、 メ モリ ー 一 時 可変 モー 
ド で SRCH キ ー を 押す と 、 表 示 周 波数 
を セン ター に し た VFO チ ャ ン ネ ルス コ 
ー プ に な り ま す 。 


還 セ ンタ ー が リバ ー ス の 時 は 上 下 各 3 波 
も 、 リ バー ス し た 周波 数 を 計測 し ま 
す 。 


VFO モ ー ド で 、BRCH キ ー を 押す 。 
チャ ン ネ ルス コー ブ モ ー ド で 受信 し ます 。 
セン ター 周波 数 を 5 秒 受信 する 毎 に 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 刻 み で 
上 下 名 3 下 の 受 信 レ ベル を 表示 し ます 。 


SRCH キ ー を 押す 。 


1. VFO ス コー プレ ベル 表示 の 見 方 


還 ス コー プ 表 示 レベ ル ( 例 ) チ ャ ン ネ ルス テッ プ 20kHz の 坦 合 

= 
し 還 
1 納 

避 三 三 144.98(-20kH29 ーー エーーーーーー-- 145.00MHz( セ ンタ ー 
= 呈 央 呈 

ーー 144.986( 一 40kHz) ----ー=ーーー ーーーー ] 45.0 ら ( 十 ら OKH2) 
レベ ル 1 8 3 4 


ーー~ 145.04( す 40kHz) 


本 バン ド の 範囲 を に える チャ ン ネ ル は スズ r~- 145.06(+GOKHz) 
1 
1 


コー プ 表 示し ませ ん 。 


こら さら ュー ニー ニュ ニニ 


IKEEEEE 


1 
144.94(-6OkHZ) --- コ 
1 
1 
1 


上 下 各 d 波 の 表示 は 5 秒 お き に 更新 され ます 。 


2. セン ター 周波 数 を 変更 する 
還 MHz キ ー を 押し て 1MHz 単 位 で セン タダ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DDWN キ ー を 操作 する 。 
一 周波 数 を 変更 で きま す 。(WP13) 
新しい セン ター 大 波数 中 心 に スコ ー プ セン ター 周波 数 が チャ ン ネ ルス テッ プ ま つ UP/DOWN し 、 そ れ に 合わ せ て 
表示 し ます 。 フ 7 波 の レベ ル 表示 が 1 つ す ずつ ずれ ます 。 
置 CALL モ ー ド で スコ ー プ 中 は セン ター 
周波 艇 の 変更 は で きま せん 。 1 DOWN 
1 反 時 計 方 向 
1 
1 
」 
! メイン ダイヤル 
i マイ ィ 
1 
1 


6 ひつ チャ ン ネ ルス コー プ 中 の 送信 (VFO/ メ モリ ー 共 通 ) 
チャ ン ネ ルス コー プ 中 に PTT キ ー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス コー ブ プ 動 作 を 中 断 し 、 セ ンタ ーch 
で 送信 し ます 。 こ の 時 、 と スコ ー プ レベ ル 表 示 は 消灯 し 、 送 出 バウ ー に 応じ て RF メー タ が 点 
灯 し ます 。 送信 を 終了 する と 、 再 び チ ャ ン ネ ルス コー プ が 始ま り ま す 。 
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メモ リー チャ ン ネ ルス コー プ 


登録 され た メモ リー の 全て (ch ULC 宮 


む ) が スコ ー プ 表示 され ます 。 


画 ス コー プ 表 示 レ ベル は P ら 83 を 参 限 し て 


下さ い 。 


玉堂 録 済 メ モリ ー の うち 、 最 大 メモ リー 
NO.(ch C) より 右 、 最小 メモ リーND. 
(ch 1 ) よ り 左側 は ブラ ンク に な り ま す 。 


く ch C が セン ター の 場合 > 
100 UL C 


Ch 1 が セン ター の 場合 > 
1 2 34 


再 登 録 済 み メ モリ ー が 7 チャ ン キ ル 以 下 
の 時 は 、 両 サイ ド 側 か ら ブ ラン ク 部 が 


で きま す 。 


セン ター チャ ン ネ ル が リバ ー ス 設定 


=] 


の 場合 は 、 セ ンタ ー は リバ ー ス で 受信 
し ます が 、 他 の CH は リバ ー ス モー ド 


に は な り ま せん 。 


SRCH 
メモ リー モー ド で SRCH キ ー を 押す 。 
チャ ン ネ ルス コー ブ モ ー ド で 受信 し ます 。 セン ター 周波 数 を 5 秒 
受信 する 毎 に 隣り 合っ た チャ ン ネ ル 上 下 名 G 波 の 受信 レベ ル を 表 
示し ます 。 


SRCH キ ー を 押す 。 


1. メモ リー スコ ー プ レベ ル 表 示 の 見 方 
( 仙 )M5.M6 に デー タ が 登録 の 場合 


上 下 各 波 の 表示 は 5 秒 お き 
に 更新 され ます 。 


ら . セン ター チャ ン ネ ル を 変更 する 


ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWIN キ ー を 操作 する 。 


、 セ ンタ ー チ ャ ン ネ ル が UP/DOWN し 、 そ れ に 合わ せ て 7 波 の レベ ル 表 示 が 1 
つ ず つ ず れ ま す 。 UP DowN 


リオ 半 セ ど 


] 


| DTMF 付 マイク (EMS -15) で チャ ン ネ ルス コー プ ブ を 動作 する 


オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク (EMS-1 2) を 取付 けた 時 に の み 動 作 する 提 能 で す 。 VFO ス コー プ メモ リー スコ ー プ に 共通 の 操 
作 で す 。 


1. スコ ー プ の 開始 と 終了 | 


宮 探 作 の 前 に 必ず REMDTE/DTMF ス (スタ ー ト ) マイ ク の DTMF キ ー よ り き 
イッ チ が REMOTE 側 に ある こと を 確 (3 を - ド ) 8 迄 る 02 


謙 し て 下さ い 。 
再び ②⑨ を 入力 する 。 


2. セン ターch の 受信 時 間 (5 秒 /0 秒 ) を 切換 える 


周 加 源 ON 時 、 サ ー チ 開始 時 、 ス イー プス チャ ン ネ ルス コー プ 中 に マイ ク の DTMF キ ー よ り ⑥⑥ を 入力 する 。 
キャ ン 実 行 後に は 、5 秒 受信 モー ド に 操作 する 毎 に セン ター の 受信 時 間 が 切換 り ま す 。 
RE 受信 時 間 を 1 秒間 表示 し た 後 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


40 秒 受信 
明 セン ターch も 他 の ch と 同様 に レベ ル 表 示 の 
み 行う モー 信号 を 受信 し て も 音 が で な い 。 
5 受信 
セン ター を 5 秒 受 信 す る 毎 に 、 他 の ch の 表 


示 を 更新 する モー ド 。 


L 


3. シン グル スタ ー ト モー ド で 受信 する 


チャ ン ネ ルス コー プ 中 に マイ ク の DTMF キー より 〇 ⑦ を 入力 する 。 


コマ ンド 入力 後 、Z 波 の レベ ル 表 示 を 1 回 行っ た 後 、 セ ンタ ーch を 受信 し 続 
け ま す 。 セ ンタ ー 以 外 の ch の 表示 は 更新 され ませ ん 。 


@⑥ の ⑦ を 入力 する 度 に 同様 の 動作 を 行い ます 。 


⑥⑨ を 入力 する 。 
シン グル スタ ー ト モー ド を 解除 し 、 秒 受信 に 戻り ます 。 
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4. スキ ャ ン 


スキ ャ ン と は 、 周 波数 や メモ リーoh を 自動 的 に 変化 させ 、 信 号 の 出 て いる チャ ン ネ ル を 探す 後 能 で す 。 スキ ャ ン に は 次 の 3 


種類 が あり ます 。 
還 バ ンド スキ ャ ン バン ド 内 の 全 範 | 
画 プ ログ ラム ス キャ ン バン ド 内 の 指定 軸 囲 


B を スギ キャン し ます 。 


を スキ ャ ン し ます 。 ス キャ ン 範 | 


晶 は 、 メ モリ ー の U( 上 限 周波 数 ) と L( 下 


限 周波 数 ) に 記憶 し ます 。 


田 メ モリ ー ス キャ ン 


デー タ が 登録 され て いる メモ リー を スキ ャ ン し ます 。 


| スキ ャ ンタ イブ を 設定 する 


スキ ャ ン の 停止 条件 、 再 開 条 件 に より ス 
キャ ンタ イプ が 4 通り あり ます 。 ま た 、 
プラ イオ リティ 中 、 優 先 チ ャ ン ネ ル の 受 
信 に も 影響 し ます 。(my P32) 


葉 ス キャ ンタ イプ の 設定 は スキ ャ ン 動 作 
中 に も で きま す 。 


昼 工 場 出荷 時 は タイ マー スキ ャ ン に 設定 
され て いま す 。 


(① F キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 
が 点 減 し ます 。 


② SCAN キ ー を 押す 。 


キー を 押す 毎 に スキ ャ ンタ イプ が 切換 り ま す 。 


画 ト ー ン スケ ル チ (wP45) や DSQP47) 
が 設定 され て いる 時 は 、 ト ー ン や コー 
ド が 一 致し な く で て も 信号 を 受信 する と 
スキ ャ ン は 一時 偽 止 し ます が 、 受 信 音 
は トー ン や コー ド が 一 致し な いと 問 こ 
えま せん 。 空 寺 ス キャ ン の 時 は トー ン 
コー ド の ー 致 判定 は され ませ ん 。 


タイ マー スキ ャ ン (WS ) 
信号 が ある と その チャ ン ネ ル に 
停止 し 、5 秒 経過 する か 信号 が る 
秒 途 切れ る と スキ ャ ン 吾 閉 し まあ 


空き ぎ ス キャ ン (VS) 


空き チャ ン ネ ル で 停止 し 、 信 号 を 
受信 する と 、 ス キャ ン 再 開 し ます 。 


タイ マー 空き スキ ャ ン ( VS) 
空き チャ ン ネ ル で 停止 し 、5 秒 経 
過す る か 、5 秒 以内 に 信号 を 受信 
する と スキ ャ ン 洗 開 し ます 。 


ビジ ー ス キャ ン (表示 な し ) 
信号 が ある と その チャ ン ネ ル に 
停止 し 、 信 号 が 2 秒 放 切 れる と ス 
キャ ン 再 開 し ます 。 


PTT キ ー か 、F キ ー を 押す 。 又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終 記 


バン ドス キャ ン 


バン ド 内 の 全 委 団 を チャ ン ネ ルス テッ プ 
単位 で スキ ャ ン し ます 。 


還 バ ンド の 上 限 (DOWN 方 向 時 は 下限 ) 
まで いく と 下 (上 限 ) に 戻り ます 。 


置 ス キャ ン 中 は 設定 し た スキ ャ ンタ イプ 
に 従っ て 、 ス キャ ン を 一 時 停止 、 再 開 
し ます 。 


VFO モ ー ド で SCAN キー を 押し て 、 1 秒 以内 に 離す 。 
又は マイ ク の UP/DOWN キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 


デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 チ ャ ン 
ネル ステ デップ 単位 で スキ ャ ン を 行 


いま す 。 

スキ ャ ン 方 向 表示 スキ ャ ン 方 向 は 最後 に UP/DOWN 
UP 方 向 (表示 操作 し た 方 向 で す 。 方 向 は 、A/B の 
DOWN 方 向 ( ) 表示 石 側 に 表示 され ます 。 


PTT キ ー か SCAN キー を 押す 。 


堅 ス キャ ン 方 向 表示 
ーー DOWN UP 一 一 荒 
リロ 2 U 
| こう し 
リ ーー 上 」』 
ー # 
| ブロ グラ ム ス キ ャ ン 


メモ リーL と U の 周波 数 幼 囲 を スキ ャ ン 
し ます 。 


下 
根 帳 U 


1 くつ 


【 

| 

! 
フロ グラ ム ス キ ャ ン 押 


四 
明 


注意 

欠 工 場 出荷 時 は 、L.U に は メイ ン バ ン ド 
の 下限 、 上 限 の 周波 数 が 設定 され て い 
る の で メモ リーL.U に 登録 し な いと ババ 
ンド スキ ャ ン に な り ま す 。 


スキ ャ ン 開 始 時 の 周波 数 が し.U と 異 
な る バン ド 玲 の 場合 は バン ド を 切換 え 
て スキ ャ ン し ます 。 


1. ス キャ ン 範 囲 を メモ リー に 登録 する 


P18 の 手 顎 に 従っ て 、 メ モリ ーL に 下限 周波 数 、 り に 上 限 周波 数 を 書 寺 込む 。 


L と U は 次 の 条件 を 満た さ な け れ ば プロ グラ ム ス キ ャ ン は 動作 し ませ ん 。 
(無効 音 が 喝 り ます ) 


@ し と り は 同一 の バン ド 帯 に 設定 し て 下さ い 。 
@ 大 小関 係 は 必ず 上 くり に な る よう に し で 下さ い 。 
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注意 

メモ リーU り ,L に 上 ・ 下 限 の 周波 数 が 正 
し く 書 込ま れ て いな いと スキ ャ ンス タタ 
ー ト し ませ ん 。 


還 ス キャ ン 中 は 設定 し た スキ ャ ンタ イブ 1 
に 従っ て スキ ャ ン を 一 時 合 止 、 再 開 し SCAN 
ます 。(mwP26) 


画 メ モリ ーU(DOWN 方 向 時 は L) の 周波 
数 まで いく と 、 メ モリ ー ト L (U) の 周波 


数 に 戻り ます 。 メモ リー し L の 周波 数 に 移り UP 方 
向 へ チャ ン ネ ルス デップ 単 位 で 
スキ ャ ン し ます 。 

OR スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント . 
0 が 点 漠 、VFO A/B の か わり に P 
ARK2 和 8 と スキ ャ ン 方 向 が 家 示 され ます 。 
PTT キ ー か SCAN キ ー を 押す 。 
3. メモ リー モー ド か ら の プロ グラ ム ス キ ャ ン 
還 22 り っ 寺下 定 ド で や 同 科 換 スタ ー ト ) メモ リー モー ド で SCAN キー を 1 秒 以上 押す 。 
作 で きま す 。 


一 時 可変 モー ド に な り 、 メモ リーU か ら ス キャ ン 開 始 す る と り の 周波 数 か ら 
DOWIN 方 向 へ 、 U 以 外 で 開始 する と 、 メモ リーL の 周波 数 に 移っ て UP 方 向 へ 
チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で スキ ャ ン し ます 。 


スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント 
が 点滅 、 又 一 時 可変 モード の M 
と 1 1 が 交 理 に 表示 され ます 。 


レー スキ ャ ン 方 向 表示 
( 呈 P27) 

プロ グラ ム ス キ ャ ン 

| 一 時 可変 表示 


PTT キ ー か BDPAN キ ー を 押す 。 
停止 時 の 周波 数 で メモ リー 一 時 可変 モー ド に な り ま す 。 


= ニー 


| メモ リー スキ ャ ン 


メモ リー に 登録 され た 周波 数 を スキ ャ ン 
し ます 。 


9 スキ ャ ン 可 能 な チャ ン ネ ル が ら ch 以 上 
無い 場合 は 無効 音 が 鳴り 、 動 作 し ませ 
ん 。 


* SCAN キ ー は 1 秒 以上 押す と プロ グラ 
フ 生 5 ウ に りす : ^- メモ リー モー ド で SCAN キ ー を 押し て 、] 秒 以内 に 朋 す 。 又は マ 


イク の UP/DOWN キ ー を O5 秒 以上 押す 。 


画 ス キャ ン 中 は 設定 し た スキ ャ ンタ イプ デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 登 録 
に 従っ て 、 ス キャ ン を 一 時 停止 、 再 了 され た メモ リーch を スキ ャ ン し ま 
し ます 。 す 。 

スキ ャ ン 方 向 は 最後 に DDOWN 
操作 し た 方 向 に な り ま す 。 


PTT キ ー か SCAN キ ー を 押す 。 


置 ch CULL は 工場 出荷 時 は SKIP が 点灯 
し て いま す 。 右 の 操作 で SKIP は 解除 | スキ ャ ン し な い チ ャ ン ネ ル を 設定 する 
され ます 。 


① メモリー モー ド で チャ ン ネ ル を 選ぶ 。 

玉 メ モリ ー 内 の 最大 メモ リーNo (DOWN 

方 向 時 は 最小 ) ま で いく と 、 最 小 メ モリ F キ ー 後 、05 秒 以内 に キー 。 

ー (大) に 戻り ます 。 ⑧F キ を 放 下 後 5 秒 以内 に キー を 離す 
が 点灯 し ます 。 


③ SKIP キ ー を 押す 。 


SKIP が 京 訂 し 、 ス キャ ン 対 象 外 の 


げす 月 玉 チャ ン ネ ル に な り ま す 。 


前 
ゴー ロ 」 


同 操作 で 解除 SKIP 消灯 ) 


の スキ ャ ン 中 の 操作 


@ ダイ ヤル を 回 すか が 、 マ イク の UP/DOWIN キ ー 操 作 に より 、 次 の チャ ン ネ ル に 移り 、 ス キャ ン 
方 向 も 変わ り ま す 。 


スキ ャ ンタ イプ の 切換 、S メ ー タ スケ ル チ 、 ス ケル チタ イマ ー の 設定 が 可能 で す 。 


ゅ スキ ャ ン と プラ イオ リティ が 同時 に 実行 で きま す 。 DR-15O は PRI キ ー、 DR-45O は 
点滅 中 の SRCH キ ー で スタ ー ト し ます 。 


@ SHCH キ ー を 押す と 、 ス イー プス キャ ン が スタ ー ト し ます 。(gw PS3O) 
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く ス イー プス キャ ン 〉 


5. スイ ー プ スキ ャ ン aa 
ーーー 
に に 生け 
スイ ー プ スキ ャ ン と は 、 ス キャ ン 動 作 (mgP27) を し な が ら 受 PD = 
信 レ ベル を 表示 し て ゆく 機能 で す 。 次 の チャ ン ネ ル に 移っ て 了 
も 、 前 の チャ ン ネ ル の 受信 レベ ル が 表示 に 残り ます 。 ロー げ 5. 刀 
スキ ャ ン と 同様 、 バ ンド 、 プ ログ ラム 、 メ モリ ー の 9 種類 の キヤ 
スイ ー プ スキ ャ ン が あり ます 。 周波 数 の み 変化 レベ ル 表 示し な が ら 


周波 数 が 変化 


バン ドス イー プス キャ ン 


バン ド 内 の 全 範 囲 を チャ ツン ネル ステップ 
単位 で スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 


男 ト ー ン スケ ル チ や DSG が 設定 され て 
いる 時 の スイ ー プ スキ ャ ン 動 作 に つい 
て は Pe26 を お 読 みく だ さい 。 


ダ イヤ ル 又 は マイ ク の UP/DOWN キ 
ー で スイ ー プ スキ ャ ン の 方 向 を 換え る 
て と が で きき ます 。 


玉 バ ンド の 上 限 (DOWN 方 向 時 は 下限 ) 
まで いく と 、 下 限 ( 上 限 ) に 戻り ます 。 


較 レ ベル 表示 し て いる 周波 数 は DOWN 
方 向 時 も 同じ で す 。 


VFO モ ー ド で 次 の 操作 を 行う 。( 手 順 は ② 一 ① で も よい ) 


① SRCH キ ー を 押す 。 
⑧ SCAN キ ー を 押し 」 秒 以内 に 可 す 。 又 は マイ ク の UP/DOWN キ ー を 
05 秒 以上 押す 。 


最後 に UP/DOWN 操 作 し た 方 向 に 、 スィー プ スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 
スキ ャ ンタ イプ (sw Po6) に 従っ て 表示 周波 数 を 受信 し ます 。 


@ チ ャ ン ネ ルス コー プ 動 作 に 戻る に は ……SCAN キ ー か 、PTT キ ー を 押す 。 
る スキ ャ ン 動作 に 戻る に は ーー SHCH キ ー を 押す 


スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 


( 例 ) UP 方 向 ス キャ ン (チャ ン ネ ルス テッ プ 8OkFfz) 
周波数 を 1 ステ ッ プ ずつ UP し な が ら レ ベル 表示 し ます 。 スイ ー プ スキ ャ ン 
中 は デシ マル ポイ ント が 点 減 、 ス キャン 時 と 同様 、 ス キャ ン 方 向 を 表示 し ま 
す 。 


左 か ら ーBOKHz 
ー40KHz 
ーg0kHz 
マヤ 表 示 財 波数 
十 ら OkHz 
+40kHz 


BSOkHz 


プロ グラ ム ス イ ー プ スキ ャ ン 


スキ ャ ン エ ッ ジ メモ リーL と U の 間 を チ 
ャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で スイ ー プ スキ ャ 
ン し ます 。 


] 
スタ ー ト の 方 法 の み 、 バ ンド スイ ー プ スキ ャ ン と 異な り ま す 。 そ の 他 の 操作 や 
レベ ル の 見 方 は 同じ で す 。 


VFO0 メ モリ ー モ ー ド で 次 の 操作 を 行う 。( 手 順 は ②-+① で も よい ) 


(① SRCH キ ー を 押す 。 
⑧ SCAN キ ー を 1 秒 以上 押す 。 


VFO モ ー ド で は UP 方 向 に 、 メモ リー モー ド で は メモ リーU か ら ス ター ト し 
た 場合 の み DOWN 方 向 、 そ の 他 の メモ リー で は UP 方 向 に 、 スイ ー プ スキ ャ 
ン が 始ま り ま す 。 スイ ー プ スキ ャ ン 中 は P と スキ ャ ン 方 向 を 表示 し ます 。 


| メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン 


メモ リー に 登録 され た 周波 数 を 順に スイ メモ リー モー ド で 次 の 操作 を を 行う 。( 手 順 は ②ー① で も よい ) 
ビワ バキ 2 も あす ⑩ SRCH キ ー を 押す 。 
(⑫ SCAN キ ー を 押し 、1 秒 以 内 に 離す 。 

又は UP/D ロ WN キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 


還 ト ー ン スケ ル チ や DSQ が 設定 され て 最後 に UP/DOWN 操 作 し た 方 向 に スイ ー プ スキ ャ ン が 始 き 


いる 時 の スイ ー フ プス キャン 動作 に つい 二 に を に 
て は 、P26 を お 読み 下さ い 。 ンタ イプ (ey P26) に 従っ て 表示 周波 数 を 受信 し ます 。 


り ま す 。 ス キャ 


バン ドス キャ ン と 同じ で す 。 


| スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 


臣 ダ イヤ ル 又 は マイ ク の UP/DOWN キ 例 )UP 方 向 スキ ャ ン 
イス イー フス キャ ン の を 衣 える | メモ リー チャ ン ネ ル を 1 つ ず つ UP し な が ら レベ ル 表示 し ます 。 ス イー プス キ 
し 当 \ で 守 ロロ 
ャ ヤン 中 は デシ マル ポイ ント が 点滅 し ます 。 


較 最 大 メモ リーNO.(DOWN 方 向 時 は 最 


小 ) ま で いく と 最小 メモ リー( 最 大 ) に 戻 左 か ら  -8 
り ます 。 ご ウ 
-1 
還 レ ベル 表示 し て いる メモ リー チャ ン ネ 示 メ モリ ーoh 
ル は DOWIN 方 向 時 も 同じ で す 。 7 PR 
+ ら 
+3 


R スイ ー プ スキ ャ ン 対 象 外 メモ リー 
参 デ ー 未 登録 メモ リー 
参 ス キッ プ メ モリ ー 
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6. プラ イオ リティ 


表示 周波 数 の 他 に 優先 テ チャンネル を 持ち 、 表 示 周 波数 5 秒 「 竹 類 B 秒 優先 チャ ン ネ ル 
受 全 す る 毎 に 優先 チャ ン ネ ル を 明 時 受信 し ます 。 優 先 チ ャ | VFO プ ライ オリ ティ VFO メモ リー 
ン ネ ル は スキ ャ ンタ イプ (TS/VS) に 従っ て 受信 し ます 。 ] メモ リー ブラ イオ リティ メモ リー VFO 
プラ イオ リティ を 開始 する モー ド が 5 秒 受 信 側 に な り 、VFO, | コー ルフ ライ オリ ティ ョ ー ル | yro | 
メモ リー., CALL の 9 種類 の ブラ イオ リティ を 実行 し ます 。 

ーー 4 


プラ イオ リティ で ら 波 を 待ち 受け る 


DR-150 と DR-450 で プラ イオ リティ 
の 半 始 及び 終了 の 操作 が 異な り ます 。 


較 空 スキ ャ ン に 設定 中 は 優先 ch 受信 
側 で 、 信 号 が な いと 受信 延長 し ます 。 


田 令 先 ch 側 に トー ンス ケル チ や DSQ が 
設定 され て いる 場合 は トー ン や DSG 
コー ド が 一 致し た と きのみ 受信 延長 し 
ます 。 空 スキ ャ ン 時 は トー ン や DSG 
コー ド の 一 致 判定 は され ませ ん 。 


還 ブ ライ オリ ティ 停止 後 は 操作 を 行っ た 
モー ド に な り ま す 。 


① 受信 し た い 優先 チャ ン ネ ル を 選択 する 。 
④ 5 秒 受信 側 の モー ド を 呼出 す 。 
スキ ャ ンタ イプ を 設定 する 。(" き \P6) 
者 先 チ ャ ン ネ ル の 一 時 停止 、 朋 関 条件 を 設定 し ます 。 


DR-150 PRI キ ー を 押す 。 
DR-4B50 F キ ー を 0.5 秒 以上 押し た 後 、5RCH キ ー を 押す 。 


ブラ イオ リティ が 始ま り 、5 秒 毎 に 優先 チャ ン ネ ル を 明 時 受信 し ます 。 
優先 ch の 受信 は 信号 の 有無 に より スキ ャ ンタ イプ に 従っ て 受信 延長 され ます 。 


( 例 VFO プ ライ オリ ティ (タイ マー スキ ャ ン 設 定時 ) 


VFO(8 秒 ) メモ リー( 謎 時 ) 
4 と | 7 りり コカ 
半 な に だ オリ 刀 せ 昌 
5 秒 商 受 信 延 長 
信号 あり 
受信 延長 中 は * と PRI が 6 
点滅 し ます 。 


5 秒 受信 側 で 、 プ ライ オリ ティ 開始 と 同 操作 を 行う 。 
優先 テ チャ ン ネ ル 受 信 中 、PTT キ ー が 開始 と 同 採 作 を 行う 。 


7. 知っ て お く と 便利 な 機能 
18 メー タス ケル チ 機 能 開 


S メ ー タ スケ ル チ と は 設定 し た S メ ー タ 以上 の 信号 を 受信 し た 時 に スケ ル チ が 開き 、 音 声 が 聞こ える 機能 で す 。 ノ イズ の 多 
い 環 境 で S メ ー タ スケ ル チ を 設定 し て お く と 、 和 纏い 信号 は 聞こ えな く な り 、 人 快適 な 通信 が 楽し め ま す 。 


通常 の 受信 中 の スケ ル チ レ ベル の 設定 


表 工 場 出荷 時 は OFF( ノ イズ スケ ル チ ) に 5 の 以内 に キー 
設定 され て いま す 。 ス ケル チレ ベル を ゆ F キ RI 0.5 秒 以内 に キー を 配 す 
証 定 する と 、 次 か ら は その レベ ル か ら 回 NN が 点灯 し ます 。 

の 変更 に な り まず 。 


or と ② ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で スケ ル チ レ ベル を 設定 
還 ス ケル チレ ベル 設定 後 は 通常 の 8 メー 


タ 表 示 と スケ ル チ レ ベル 点滅 の 両方 が する 。 
表示 され ます 。 男 OFF( 表 示 な し )ー レ ベル 1 2-9………… タ ーー 
画 ス キャ ン 中 、 プ ライ オリ ティ 中 に も 設 


定 で きま す 。S メ ー タ スケ ル チ を セッ 
ト す る と 、 セ ッ ト し た S メ ー タ の 値 に 


に な 避 呈 に 条 な スキ ジュラ 点 浅 し て いる 8 メー タ 位 置 が 、8 メ ー タ スケ ル チ レ ベル で す 。 点 江 位 軒 
イオ リティ と も 信号 が な いと 判定 され の S メ ー タ レベ ル と 同じ か 、 よ り 強 い 信号 を 受信 し た と き に スケ ル チ 
ます < が 開き 、 音 声 が 聞こ えま す 。 ご 希望 の レベ ル に 合わ せ て 下さ い 。 8 メ 

還 S メ ー タ スケ ル チ を セッ ト す る と 、 ス ー タ 全 滑 灯 時 は ノイ ズ ス ケル チ に な り ま す 。 


キャ ン 中 、 弱 い 信 号 で スキ ャ ンス トッ 
プ さ せな くし た り 、 空 きま スキ ャ ン 中 、 


信号 で スト ッ プ する と と が で きま 

す 。 ( 例 ) レ ベル 5 に 設定 時 

指定 の S メ ー タ レベ ル 以 上 の 信号 を 受信 - 二 > 

し て も 、DSQ、 トー ンス ケル チ 設 定時 は 、 一 

これ ら が 一 致し な けれ ば スケ ル チ は 開き ここ 

ませ ん 。 レベ ル 1 8 3 4 5 8 7(MA ぬ め 


S メ ー タ レベ ル 5 以 上 の 強 さ の 信号 を 受信 し た 時 の み ス ケル 
チ が 開き 、 音 声 が 聞こ えま す 。 こ の 時 、5 の 位置 の お メー タ 
は 点灯 し ます 。 


( 終 PTT キ ー か F キ ー を 押す 又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 
ひき 続き SB メー タレ ベル は 点滅 し ます 。 


チャ ン ネ ルス コー プ 中 の スケ ル チ レ ベル の 設定 


(① チャ ン ネ ルス コー プ 中 、F キ ー を 押し 、O.5 秒 以内 に キー を 離す 。 
が 点灯 し ます 。 


33 


還 チ ャ ン ネ ルス コー プ 中 に スケ ル チ レ ベ | ② ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で スケ ル チ レ ベル を 設定 する 。 
ル を 設定 する と 、83.5.6.Z の いずれ か 


に な り ま す が 、 ス コー プ OFF 状 態 で ス こ e 
ケル チレ ベル を 設定 し た 後 、 スコ ー プ 力 OFF( 瞬 示 な りー レベ ペル 8-5-6 一 一 ? _] 
大 行 し た 場合 は スコ ー プ OFF き に 設 

写し た レベ ル 1 ン 7 に 従っ て 韻 声 が 出 
力 され ます 。 点 減 し て いる スコ ー プ レベ ル 位 置 が 8 メータ スケ ル チ レ ベル で 、 4 役 階 
の レベ ル 設 定 が 行え ます 。 セ ンタ ーch の 受信 信号 が 点滅 位置 の レベ ル 
か 、 よ り 強 いと き に スケ ル チ が 開き 、 音 声 が 聞こえ ます 。 ス コー プ 表 示 
全 消 灯 時 は ノイ ズ スケ ル チ に な り ます 。 


( 例 ) レベ ル 5 に 設定 時 


和信 ス ケル チレ ベル を 設定 中 は スコ ー ツ 動 レベ ル 
作 は 継続 し ます が スコ ー プ ブレ ベル 表示 7 
は 行わ れず 、S8 メ ー タ スケ ル テ の 点 混 KSHPPKTPZRCTPZKTPZRGTP グ RF 6 
表示 の み に な り ま す 。 設定 終了 する と 、 (35) 
S メ ー タ レベ ル (た て に 4 段階 ) の 家 3 
示 と スケ ル チ レ ベル 点滅 の 両方 が 表示 
され まず 。 


セン ターch で 8 メータ レベ ル 5 以 上 の 強 さ の 信号 を 受信 し た 
時 の み ス ケル チ が 開き ます 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 、 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 


スケ ル チ タ イマ ー を 設定 する 


モー ビル 運用 時 に お こる 受信 信号 の 強 さ の 変化 に よる 背 声 の 途 切 れ を 防ぐ た め に 、 ス ケル チタ イマ ー( ス ケル テ を 開い て いる 
時 間 ) を 設定 する こと が で きま す 。 


(① F キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 


ー が 点滅 し ます 。 
重 チ ャ ン ネ ルス コー プ 、 ブ ライ オリ ティ 、 
スキ ャ ン 中 も 設定 で きま す 。 
② ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/D ロ WN キー で スケ ル チ タ イマ ー を 設定 する 。 


工場 出 生 時 は 50 ミ 秒 に 設定 され て 
いま す 。 
現在 の タイ マー 値 が 表示 さ 


れ ま す 。 (単位 : ミ リ 秒 ) 


隊商 100-150- 200-250- 300-350- 400-450 -500 ] 


PTT キ ー か F ビ キー を 押す 。 
又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 


シフ ト 、 ス プリ ッ ト を 設定 する (送受 信 で 周波 数 を 変え て 交信 する ) | 


莉 シ フト 設定 受信 周波 数 か ら シフ ト 幅 分 一 又は し た 周波 数 で 送信 し ます 。 
ス プリ ッ ト 設 定 受信 と 送信 で 動作 モー ド が 変わ り ま す 。 
VFO モ ー ド … ド et VFO A は B で 固 避 暫 箇 京 灯 中 に PTT キ ー を 押す と 、 最 後に 選ん だ メモ リーch の 受信 周 
波数 で 送信 。 
メモ リー モー ド ………… メ モリ ー モ ー ド で 軸 串 下 点 灯 中 に PTT キ ー を 押す と 、VFO A、 B の うち 最後 に 選ん だ ch 
の 受信 周波 数 で 送信 。 
CALL モ ー ド …………… CALL モ ー ド で 回 題 較 点灯 中 に PT T キ ー を 押す と 、 VFO A、B の うち 、 最 後に 選ん だ ch 
の 受信 周波 数 で 送信 。 


置 メ イン バン ド の み 設 定 で きま す 。 


F | SHIFT 


オフ バン ド に つい て で 
一 、 十 点 江 中 、 送 信 周波 到 が 、 範 講 外 の 


周波 数 に な る と 、DFF が 表示 され ます 。 (① F キ ー を 押し 、0.5 秒 以内 に 離す 。 


送 計 が 任 止 され て いる 周波 数 で 送信 し が 京 灯 し ます 。 
よう と する と OFF が 表示 され 、 送 信 で 
きま せん ④ SHIFT キ ー を 押す 。 キー を 押す 毎 に シフ ト 、 ス プリ ッ ト が 切換 り ます 。 
v - ー シ フ ト (一点 滅 ) 
本 5 シフ ト 幅 2 秒 送信 同 波 数 D.5 
で っ 秒 を 放 紀 に 表示 
! kc: 肖 
| -。 。 ユン | シフ ト (+ 吉 基 ) 
胡 . け シフ ト 幅 2 秒 と 送信 周波 数 0.5 
秒 を 交 ニ に 表示 


すす 
と す 
ーーーー ーー ューーーー 
! 9557 
に っ と スプ リッ ト (SPLT 点 波 
生 ち シフ ト 幅 2 秒 と 受 人 周波 数 0.5 


還 秒 を 交互 に 表示 

こ ふ 
! 

y 癌 解 除 
=| g ち シフ ト 炉 2 秒 と 受信 周波 数 0.5 
で ー 秒 を 交互 に 表示 
> 

# 5LDg 
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還 工 場 出荷 時 の シフ ト 柱 ③ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で シフ ト 幅 を 変更 する 。 
DRH-15O : 0.6MHz 


DH-450 : 5MHz @ 選 択 だ れ て いる VFO の チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で UP/DOWN し ます 。 


丁 MHz キ ー を 押す と 、1MHz 単 位 で シフ @ シ フト 由 設 定 範 0 一 15.985MHz 
ト 幅 が 変え られ ます 。(ryP]13) 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
ー、 十 、SPLIT が 点灯 に な り ま す 。 


リバ ー ス (送受 信 の 周波 数 を 反転 する ) 


ー シ フ ト 、+ サ シフ ト 設 定時 に 送信 と 受信 
の 周波 数 を 入れ か えま す 。 


リバ ー ス の 結果 が 愛人 可能 な 周波 
外 に な る 時 は OFF が 表示 され 、 リ バー | (①) F キ ー を な 押し 、0.5 秒 以内 に 部 す 。 
ス 動 作 は し ませ ん 。 生生 


② HEV キ ー を 押す 。 
受信 周波 数 と 送信 周波 数 が 入れ か わり ます 。 リ バー ス 前 の シフ ト 方 向 表示 
が 点滅 し 、 リ バー ス 後 の シフ ト 方 向 表 示 が 点灯 し ます 。 


4 Py き 
ルレ ララ ビ | シフ トー 時 の リバ ー ス 結果 
玉依 (が 点滅 、 二 が 点灯 ) 


ュ ト み 
y | シフ ト + 時 の リバ ー ス 結果 
5 75.5g (が 点 注 、 一 が 点 条 ) 


同 操作 で 解除 
VF0. メモ リー の モー ド を 切換 えた り 、 周 波数 や メモ リーNO. を 変え る と 
解除 され ます 。 


トー ン エ ン 


コー ダ を 設定 する 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ( CTCSS ) ユニ 


ッ ト (EJ-20U) を 閉 誠 し た と き は P45 を お 読み 下さ い 。 


T 点 灯 状 態 で 送信 する と 、 設 定 し た トー ン 
信号 が 付加 二 れ て 送信 し ます 。 受 信 に は 
影響 し ませ ん 。 


還 工 場 出荷 時 の トー ン エ ンコ ー ダ 周波 数 
は 88.5Hz に 設定 され て いま す 。 


① F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 離す 。 


が 点灯 し ます 。 


② TSQ キ ー を 押す 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ( 男 京 灯 ) 
エン コー ダ 周 波数 を 表示 


如 5 


TSQ ます Tsg 


(消灯 ) 


(③ ダイ ヤル を 回 すか 、UP/DOWN キ ー で トー ン 周 波数 を 選択 する 。 
(単位 :Hz) 

6Z7O 698.3 71.8 フ 4.4 ZZ70 78.Z 

81.5 g48 874 }OOO 10835 107 ら 

18g30 1827.3 131.8 1386.5 1413 146.2 

168 ら 1655 167.9 171.3 738 177.3 

189.9 182.8 1gB6.G 18g.5 203.5 206.5 
229.1 233.6 241.8 2g50.3 254.1 
( 終 "や PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 


又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
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チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する 


VFO 周 波数 の 変化 


置 次 の 動作 の 基本 単位 で も お り ま す 。 
・ シフ ト 幅 の 設定 ・ 


・ ス キャ ン 


・ チ ャ ン ネ ルス コー ブ 
・ ス イー プス キャ ン 


重工 場 出荷 時 は 20kHz に 設定 され て い 


ます 。 


軒 VFO A と B で は 別々 の 値 を 設定 で きま 


す : 


注意 


12.5kHz ま た は 25kHz ス テッ プ が それ 
以外 の ステ ッ プ に 変わ っ た り 、 そ の 逆 に 
変わ る と 、 そ の 直後 に 1 ステ ッ プ UP ン 
DOWN し た 時 、 自動 的 に 周波 数 が 補正 


# 位 (チャ ン ネ ルス テッ プ ) を 変更 する こと が で きま す 。 


F STEP 


⑪ VFO モ ー ド で 、F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 殆 す 。 


が 点灯 し ます 。 
②④ STEP キ ー を 押す 。 


Y 


ーー gg 如 


チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 モ ー ド に 


な り ま す 。 


され る こと が あり ます 。 ③ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク UP/DOWN キ ー で ステ ッ プ を 選ぶ 。 
0-1oo-185-150-e00-eso-soo-500 つ で 
PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 5 秒間 操 作 が な い 電 合 も 設定 終了 。 
| キー 操作 を ロッ ク す る 


キー 操作 を ロッ ク す る こと に よっ て 周波 数 や その 他 の 設定 を 誤っ て 変え る こと を 防ぎ ます 。 


年 キー ロッ ク 


は 、PTT キ ー と 解除 操作 


以外 の 全て の 本 体 キ ー、 マ イク キー は 
無効 に な り ま す 。 
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① F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 離す 。 


が 点灯 し ます 。 
④② KL キ ー を 押す 。 


操作 で 解除 。(KL 消 灯 ) 


更 
叶 


KL が 点灯 し 、 キ ー ロ ッ ク 状 態 に な り 
ます 。PTT キ ー と 解除 操作 以外 は 受 


付け ませ ん 。 


当 


| ベル 機能 を ON/OFF す る 
相手 局 か ら 時 出 し が あっ た こと を 、 ベ ル 音 と 表示 で 知ら せる 機能 で す 。 
] 
還 べ ル 機 能 は 、 ト ー ン スケ ルナ や DSG 
を 使っ て 特定 の 相手 を 待ち 受け る 時 、 
便利 で す 。 
④ F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 離す 。 
が 点灯 し ます 。 
② BELL キ ー を 押す 。 
(が 記し 、 ベル 機能 が ON に な 
り ます 。 
同 操作 で 解除 。 
ベル 動作 中 に 呼 由 し を 受け る と ………・ 
y パ ー 5 てい が 寺 小 し 、 ペ ル 育 が り ます 。 
』 ーー 75. 如 
ペー 波 か ら ] 分 経 過す る と 、 時 出し か 
か ら 再 スタ ー ト し ます 。 す 。 (23 時 59 分 迄 ) 


何 か 操 作 す る と (> が 消 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


ディ マー を 切換 える | 


本 機 は ディ スプ レイ の 明る さ を ら 段 に 切換 える こと が で きま す 。 


罰 工 場 出荷 時 は 明る い 方 に 設定 され て い 
ます 。 


① F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 離す 。 
が 点灯 し ます 。 

② DIM キ ー を 押す 。 
照明 の 明る さ が 切 換わり ます 。 
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ビー プ 音 を ON/OFF す る 


キー を 押し た 時 に 鳴る ビー プ 音 を 只 ら さ な い よう に で きま す 。 


① F キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 
が 点滅 し ます 。 
② CALL キ ー を 押す 。 
キー を 押し て も 音 が 出 な く な り ま す 。 


肘 際 ) 同 操作 で 唐 除 。( ビ ー フ 音 が 唱 り ます 。) 


送信 タダ タイムアウト タイ マー を 設定 する 


一 定時 間 以 上 送信 する と 、 自 動 的 に 送信 を 停止 する 機能 で す 。 


あま 長く 送信 する と 、 他 局 の 迷惑 に 
な っ た り 機 器 が 過 委 し た り し ます 。 タタ 


イム アウ ト タ イ マー を な る べく 設定 し 


て お きま し ょ う 。 
画 TOT タ イマ (30 ご 450 秒 ) が 設定 さ 

れ て いる 時 に 、 送 信 時 間 が 設定 時 間 の F AN 

B 秒 前 に な る と アラ ー ム 奏 が 昌 り ます 。 

設定 時 間 に な る と 送信 は 終了 し ます 。 ① F キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 


が 点滅 し ます 。 
② BAND キ ー を 押す 。 


現在 の TOT タ イマ ー 値 が 表示 され ます 。 
(単位 : 秒 ) 


③ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク UP/DOWN キ ー で タイ マー 値 を 選ぶ 。 


OFF っ 30 一 60 90ー………ー450 
L_ ー | 


30 秒 刻み で 最大 450 秒 まで 変化 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 5 秒 較 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
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RF アッ テ ネ ー タ を ON/OFF す る 


アッ テ ネ ー タ と は 強 入力 信号 を 減 京 させ る 回 路 で す 。 近 距離 で 行う 交信 な ど に ご 利用 下さ い 。 


還 
加 メ イン バン ド で の み 操 作 で きま す 。 ロン L l| 


① F キ ー を O.5 秒 以上 押す 。 
が 京 減 し ます 。 
② H/L キ ー を 押す 。 


ATT が 点灯 し 、HF ア ッ テ ネ ー タ が 


5 7 ON に な り ま す 。 


に 


同 操作 で 解除 。(ATT 消 灯 ) 
ーー | 
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セッ ト 機 能 が あり ます 。 


還 F キ ー を 杏 す 前 に 電源 を 切る と 、 


リセ ッ ト 


リセ ッ ト 操 作 を 行う と 、 種 の 設 定 や メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 が 工場 出荷 時 の 初期 状態 に 戻り ます 。 本 機 に は 9 種類 の リ 


ッ ト は 手 き ませ ん 。 


リセ 


異常 動作 時 、PG3 に 従っ て 処置 し て も 
な お 異常 が 続く 場合 は 全 り セッ ト す る 


と 正常 に 戻る こと が あり ます 。 


" 


工場 出荷 時 状態 

| に = DR-15o | pH-4so 

VFoo 

冊 | 「45000MHz | 433000MHb 

GALL 

可 訴 145.0OJMHz | 433000MHz 

9 145000MHz | 483000MHz 
145895MHz | 438.995MHz 


144.000MHz 


430.000MHz 


チャ ツネ ル 

ステ ッ プ 

送信 出力 | HI POWER | HIPOWER 
キー ロッ ク | oOFF OFF 
ビー ブ 音 ON ON 
Tor OFF OFF 
ペル OFE OFF 
ATT OFF oFF | 
ディ マー 明 明 


1. 全 リ セッ ト ( 全 て の 設定 を 初期 化す る ) 


F キ ー を 押し な が ら 可 源 を 入れ る 。 


] 
〇 に 5 ら ーー me 
ー ら 。 | 


F キ ー を 押し て いる 間 デ ィ ス プレ イ が 
全 点 灯 し ます 。 苑 す と 、 通 常 の 表示 
(VFO A の 初期 状態 ) に な り ます 。 


の ②@⑧ き 8@ き 


| 


① VFO モ ー ド で F キ ー を 0.5 秒 以上 押す 。 
が 点滅 し ます 。 
④ VFO キ ー を 押す 。V が 点滅 し ます 。 
③ も う 一 度 、VFO キ ー を 押す 。 表示 が VFO 初 期 値 に 戻り ます 


3. メモ リー リセ ッ ト (メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 を 初期 化す る ) 


V/M キ ー を 押し な が ら 二 源 を 入れ る 。 


9. レビ ー タ ー (DR-150 に は この 機能 は あり ませ ん 。) 


レビ ー タ ー と は 遠く 離れ た 局 ど うし の 交信 を 可能 に する 無 レビ ー タ ー 局 
線 中 経 局 で 430MHz 帯 の 場合 、 日 本 全国 に 設置 され て い <tsow シ ジン 
ます 。 レ ビー ター を アク セス する に は 送信 周波 数 を 「」 ング ジン 439.50MHz 


方 向 に 5MHz シ フト し 、88.5Hz の トー ン を 付加 し て 送信 438.50MLHz 


する 必要 が あり ます 。DH 一 450 に は これ ら の 設定 を 簡単 


に で きる 機能 が ありま す 。 


| レビ ー タ ー 運 用 時 の 設定 に 合わ せる (DRー450) 


還 レ ビー ター の 設置 場所 や 周波 数 は 市 販 の し 
ビー ター マッ プ 等 を 見 て 下さ い 。 


RPT 


① VFO モ ー ド で 、 使 用 する レビ ー タ ー 周 波数 に 合わ せる 。 
② HPT キ ー を 押す 。 加 
ア 


ー5MHz シ フト 、 ト ー ン エン コ 
ー ダ 8B8.5Hz に 設定 され ます 。 


和解 陵 ) 同 操作 で 解除 。 


定 が 月 除 ぐ れ ま す 。 


《9 レビ ー タ ー 運 用 時 の 注意 


w レビ ー タ ー 運 用 時 に リバ ー ス ("PS6) し て 交信 が 可能 で あれ ば 、 レ ビー ター を 
使わ な く て も 相手 局 と 交信 で きま す 。 そ の 場合 は 、 レ ビー ター を 使わ ず に 交信 し 


まし ょ う 。 


る レビー ター を 使っ て DSQ で 交代 する 時 は 、 コ ー ド の 送出 を 遅らせ る 必要 が あり ま 


す 。PB53 を 参照 し て 下さ い 。 


シフ ト 幅 、 トー ン 周 波数 は その まま で 、 シ フト 方 向 トー ン 設 
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特定 の 相手 と の 交 


ある 特定 局 と の 交信 を 行う 時 に 使う 機能 で す 。 他 の 局 か ら 信 号 を 受信 し て も 音声 が 聞こ えな い の で 、 快 適 な 交 
信 が 楽し め ま す 。 


(オプ ショ ン の トー ンス ケル チ (CTOSS ) ユニ ッ ト EJ-2OU 取付 時 の み ) 
トー ンス ケル チ を 使っ て の 待ち 受け 中 に 、 自 選 で 刀 ん だ トー ン 周 波数 と 同じ トー ン を 含ん だ 信号 を 受信 し た 時 だ け 、 ス ケ 
ル チ が 開く 機能 で す 。 
トー ン 周 波数 は 5O 波 の 中 か ら 選 択 で きま す 。 


DTMF ス ケル チ (DSGQ) 


専用 の メモ リー に 記憶 し た DSQ コ ー ド (グル ー ブ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド 、 相 手 向 コー ド ) を 送受 する こと に よっ て スケ ル チ が 
開閉 する 機能 で す 。 送信 する 時 に DSQ コ ー ド を 付加 し て 送信 し 、 こ れこ と 一 致す る コー ド を 持っ た 局 の み ス ケル チ が 開き さま 
す 。 受信 側 は 呼出 し を 受け た こと が 表示 に 残り ます 。 DSQ に は 次 の 3 種類 の モー ド が あり ます 。 


参 コ ー ド スケ ル チ 
3 桁 の コー ド を 送信 ずる と 、 こ れ と 同じ コー ド を 待ち 愛 け て いる 局 の み ス ケル チ が 闘 き 、 受 信 音 が 剛 こ えま すけ 。 ト ー ン スケ ル チ と 同じ 


よう な 運用 が で きま す 。 
lo ピー Oo o( ニ つつ に 】 
loーー コ s* ーー を ーー シレ loC sd ジン くう 


@ グ ルー プペ ー ジ ャ ー モ ー ド 
同じ グル ー プ コー ド を 持っ た グル ー プ 全局 を 呼出 し ます 。( グ ルー ブ コ ー ド は 8 種類 あり 、 そ の うち の いずれ か を 持っ た 局 を 時 出 し ま 
す 。) グル ー プ コー ド と 一 緒 に 、 自 局 コ ー ド を 送る の で 受信 側が これ を 表示 し 、 ど の グル ー プ か ら 呼 由 さ れ た か が わか り ま す 。 


コー ド 183 


グル ー プ 128 
自 局 951 
テー シャ 283+951 


プラ イベ ー ト ペー ジャ ー モ ー ド 
相手 局 コ ー ド を 送信 する こと に より 、 あ る 特定 の 局 だ け を 呼出 すこ と が で きま す 。 


自選 359 
相手 局 359 ニン シル Ca)* > 
自 局 951 |O(Csrms 99 1OEeeMgeJ 60 
トーーーーーーー 人 | ン て 
oo Re 
9 自 局 412 


き 、 に Jee" 
へ ピ し ーー o"、 


1. トー ンス ケル チ 


オブ ショ ン の トー ンス ケル チ (CTCSS ) ユニット (EJ-20U) を 装着 し た 時 に 動作 し ます 。 


1. トー ンス ケル チ トー ン 周 波数 を 設定 する 


トー ンス ケル チ で 待 受 中 は 自 局 と 同じ ト 
ー ン 周波 数 を 信 お 信号 を 受信 し た 時 に ス 
ケル チ が 開 ざ ます 。 


注意 
DR-450 で し レ ビー ター を 経由 し て 交信 す 
る 場合 は 、 ト ー ン 周波 数 は レビ ー タ ー に 


より カッ ト で され ま す の で 、 ト ンズ ケル テ | ① F キ ー を 押下 後 、0.5 秒 以内 に キー を 隊 す 。 


は 使用 し な いで 下さ い 。 
が 点灯 し ます 。 
攻 玉 ② T.SQ キ ー を 押す 。 キー を 押す 毎 に トー ン 設 定 が か わり ます 。 
* エン コー タダ 周波 数 (T) を 変更 する と 、 _ 
自動 的 に デコ ー ダ 周波 数 (TSQ) も 同 h6 且 如 5 トー ン エ ンコ ー ダ ( 台 点 灯 ) 
じ 値 に 変わ り ま す が 、 デ ゴー ダ 周 波数 凡 人 エン コー ダ 周 波 政 を 表示 。 
を 変え て も エン コー ダ 周 小数 は その ま 
まで す 。 TsG 
e 還 加 向 方 消 如 時 に 表示 周波 至 を 区 え v ー トー ンス ケル チ (人 3 点灯) 
る と 、 エン コー ダ 、 デコ ー ダ 周波 数 が 同 生生 呈 5 デコ ー ダ 周波 数 を 表示 。 
じ 値 に 変わ り ま す 。 
rsG 
Y 解除 
NSR 』 ーー 表 5 エン コー ダ 周 波 到 を 表示 。 


| すか 、UP/DOWN キ ー で デコ ー ダ 周波 数 を 設定 する 。 
単位: H2) 


回 


③ ダイ ヤル を 


854 8B85 
1148 1188 
156.7 ]59.8 


183.5 186.2 
g18.1 285.2 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 又は 5 妙 問 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 


ら . 送信 する 


自 還 還 9) 点 洒 中 の 、 ス キャ ン や ブラ イィ イオ | 回 gm, レー 
リティ は トー ン が 一青 し な い 全 呈 は 、 | を 提 
な し と 判定 され ます 。 ま た 空き キス キャ 設定 し た トー ン 周 波数 が 付加 され て 送信 し き 


ン で は トー ン の 判定 を し ませ ん 。 


す 。 


男 ト ー ン が 一 致し な い 信号 を 受信 する と 、 | . 受信 する 
音声 は 聞こ えま せん が LED が 緑色 に 点 
灯 、8 メ ー タ が 変化 し ます 。 点灯 中 は 、 トーン 信号 が 一 致す る 信号 を 受信 し た 時 だ け ス ケル チ が 開き 、 


受信 音 が 聞こ えま す 。 
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トー ンス キャ ン 
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50 波 の トー ン 周 波数 を 順に 切換 えて 、 
一 致す る 信号 を 自動 検索 する 機能 で す 。 


の @ る 8 きき 


四 、。 革 u る FT 


(スタ ー ト ) 


トー ン 設 定 モ ー ド (pswP45) で SCAN キ ー を 提 す 。 


SCAN 1 


デジ マル ポイ ント が 点滅 し 、UP 方 向 に 、 
トー ンス キャ ン し ます 。 


玉 EJ-2OU を 装着 し て いな いと 無効 音 が 
鳴り 、 動 作 し ませ ん 。 


回 トー ンス キャ ン 中 も 、TSQ キ ー を 押 
す と 、 ト ー ン 設定 が 切換 わり ます 。 


画 ト ー ン スキ ャ ン 中 は 5 秒 菩 操作 が な く 
て も 、 ト ー ン 設定 を 終了 し ませ ん 。 


致す る トー ン 信 号 が 見 つか っ た 時 点 で 、 ピ ビー 彰 が 只 り 、 ト ー ン スキ ャ ン は 


自動 停止 し ます 。 
(スト ゥ プ ) 

ePTT, SCAN キ ー …………ー - 通 沿 の トー ン 設 定 へ 

ゃ ダイ ヤル 、UP/DODWN キ ー……… ト ー ン 周波 数 を 変え て 、 トー ン 設 定 へ 
RTPPPPTPTNYTYRRP トー ン 設 定 終 了 し 、 周波 数 表示 へ 


《 ひ トー ンス キャ ン 動 作 中 の 注意 
@ の 設定 状態 に より 、 変 更 す る トー ンコ ー ド や 音声 の 出力 条件 が 異な り ま す 。 


点灯 時 


京 灯 、 解 除 時 ・ 


デコ ー ダ 周波 数 の み 変更 し 、 エ ンコ ー ダ 周波 数 は 変化 し ませ 

ん 。 スキ ャ ン 中 は 、 ト ー ン が 一 致す る まで 音声 は 出力 し ませ ん 。 
エン コー 條 デコ ー ダ 周波 数 を 同時 に 変更 し ます 。 スキ ャ ン 中 

は 、 信 号 を 受信 する と 、 ト ー ン が 一 致し な く て も 音声 を 出力 し 
ます 。 


W チャ ン ネ ルス コー プ 中 、 プ ライ オリ ティ 中 に トー ンス キャ ン を 実行 する と 、 チ ャ 
ン ネ ルス コー ブ プ の 周辺 の ch レベ ル の 計測 動作 や 、 プ ライ オリ ティ 受信 動作 が 一 時 
停止 状態 に な り ま す 。 


ど . DSQ 


DSQ モ ー ド で の 交信 時 に 送受 され る コー ド 種 列 内 容 メモ リー 名 
ー ド に “です 。 っ 四 

DSn コ ー ド は 3 福 類 で 9 クル ー フ | クレ ー プ で 二 に 設定 する コー ド で 、3 種類 わり まみ 

DSQ コ ー ド は 3 桁 の 数 字 コ ー ド で 構成 さ コー ド グル ー プ ベ ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する た め に 必要 で す 。 

れ て いま す 。 コ ー ド スケ ル チ で は 1 8. ト で 計 


自 局 個 有 の プライ ベー トコ ー ド で す 。 
局 コ ー ド | プライベート ペー ジャ ー 呼 出し を 受け る た め に 必要 |  p 
で す 。 

プライ ベー トペ ー ジ ャ ー 呼 出し を 行う 相手 局 の プラ 

イベ ー ト コー ド で す 。 M 


P. y の 全て が 使用 で きま す 。 


DSQ モ ー ド を 設定 する 


きつ の 交信 モー ド の うち ぢ ち 、 い ずれ か を 選 
び ま す 。 


画 DS ロ モー ド 選 択 中 、DSQ コ ー ド の 登 
録 へ 移る こと が で きま す 。(psyP48) 


注意 
ロ 表示 は 通常 は 点灯 し ます が 、 オ 記 ゆ ト 
プシ ョ ン の DTMF 付 マイ ク (EMS -12) の F キ 一 0.5 未 以上 押す 。 


の REMOTE/DTMF ス イッ チ を 司 避 3 が 点 減 し ます 。 
REMOTE 側 に する と 点滅 に な り 、 ② PRI(HPT サ キー を 押す 。 


DSQ コ ー ド が 受信 で き な く な り ま す 。 


キー を 押す 毎 に 固 回 表示 が 変化 し ます 。 


@ G DSQ、 及び 解除 モー ド 時 、3 迷 コー 


ド の か わり に OFF が 表示 され る こと が y コー ドス ケル チ 
あり ます 。OFF 表 示 に つい て は P48 gg ザー 刀 昌 呈 ( 貴人 9) 
を お 謗 み 下さ い 。 2 
ャ PRi(BPD 
y グループ ベ ペー ジャ ー 
ぎー 旭日 (回 mR9) 
計 
/ PRI(RP1) 
y プラ イベ ー ト ペー ジャ ー 
ルー が 9 ( 回 m 記 ) 
ら 記 
ャ PRBPD 
Y 
ルル ゴー 刀 如 角 除 
FRI 凍 rr 
(RPT) 


⑧ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DDWN キ ー で DSQ コ ー ド が 選択 で きる 。 
(回 SS⑳ モー ド を 除く ) 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
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DSQ コ ー ド を 登録 する 


DSQ モ ー ド で 交信 ずる 時 に は 、 あ ら か 
じ め DSQ コ ー ド を 登録 し て お か な けれ 
ば な り ま せん 。 


# (ワイ ルド カー ド ) 
# は 0<9 の 全て に 置か える こと が 
で きま す 。# を 含む コー ド が 受信 コー 
ド と 一 致す る と 、# は 受信 コー ド に 午 
きか が えら れ ま す 。 


注意 
ワイ ルド カー ド を 癌 お コー ド を 選ん で 
送信 する と 、 送 信 状 態 に な り ま す が 、 
コー ド は 送出 され ませ ん 


男 ま た は OFF 表 示 中 に 、MHz BAND. 
SCAN キ ー を 押す と 0FF が 解除 され 、 
1-8 桁 目 の い ずれ か が 点 減 し ます 。 


に = SRCH (モニ ターQN プ OFF) 


SCAN (3 桁 目 が 点 減 ) 
BAND (8 桁 目 が 点 減 ) 
MHz (1 桁 目 が 京 減 ) 
VM (コー ド NQ が 点 減 ) 


① DS8Q モ ー ド 選択 中 に V/M キ ー を 押す 。 
DSQ コ ー ド No が 点 当 し ます 。 
④ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク UP/DOWN キ ー で コー ド No を 選択 する 。 

y. P 1 8 の コー ド が 切換 わり ます 。 

※ 工 場 出荷 時 、 グ ルー プ コ ー ド ] 一 B は OFF ~ が 表示 され て いま す が 、③ 
の 操作 に 進む と OFF が 解除 され 、 隊 れ て いた コー ド ~ 000" が 表示 され 
ます 。 

⑤ 1 桁 目 の 入 力 
MHz キー を 押し 、1 桁 目 を 点滅 させ て 、 ダ イヤ ル を 
UP/DOWIN キ ー で コー ド を 入力 する 。 


に 三 0ー- 1 ……9 一 # (g 表 示 ) 


④ ら 橋 目 の 入力 
BAND キ ー を 押し 、 ら 桁 目 点滅 中 に ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の 
UP/DOWN キ ー で コー ド な 入力 する 。 

⑤ 3 拓 目 の 入力 
SCAN キ ー を な 押し 、3 桁 目 点 滅 中 に ダイ ヤル を | 
UP/DOWIN キ ー で コー ド を な 入力 する 。 

⑮ 複数 の DSQ コ ー ド を 連続 し て 登録 する 場合 は V/M キ ー を 担 し 、 ② に 戻っ て 
同様 に 操作 し ます 。 。 

PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 

又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 


回 


すか が 、 マ イク の 


は P, y 選 択 中 は 表示 され ませ ん 。 


回 


すか 、 マ イク の 


OFF( モ ニタ ーOFF) に つい て 
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OFF が 表示 され て いる グル ー プ コー ド (1 一) は 、 グ ルー プペ ー ジ ャ ー 呼 出 
し (@ ) を 受付 け ま せん 。 コ ー ド スケ ル チ ( WS ) で 交信 する 時 に は OFF 
は 関係 し な いた め DSQ 時 に は OFF 表 示 は あり ませ ん 。 


DFF の 解除 と 設定 
SRCH キ ギー を 押す 。 
押す 毎 に OFF と コー ド が 交互 に 表示 され ます 。 


| DTMF 付 マイ ク (EMS-12) を 使っ て DSQ モ ー ド を 設定 する 


① マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を 日 EMDTE 側 に セッ ト す る 。 


⑧ DTMF キ ー よ り ⑨⑥⑧ を 入力 する 。 
DSQ モ ー ド が 切換 わり ます 。(psrP47) 
以後 、⑧ キ ー を 押す 毎 に モー ド が か わり ます 。 
@ ダ イヤ ル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で コー ド が 選択 で きま す 。 
@V ン M, MHz,BAND, SCAN キ ー で コー ド 設定 が 可能 に な り ま す 。 (Fr P48) 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を DTMF 側 に 戻す 。 ] 


| DTMF 付 マイ ク (EMS 


-12) を 使っ て DSQ コ ー ド を 登録 する 


OFF 表 示 (モニ ターQOFF) に つい て は 
P48 を お 読み 下さ い 。 


① マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を REMOTE 側 に セッ ト す る 。 
② DTMF キ ー よ り ⑥⑨ を 入力 する 。 


DSQ コ ー ド No が 点 涼 し DSQ コ ー ド が 
k 示さ れ ま す 。 

Sg 表示 され ます 

ドイ 


③⑧ DSQ コ ー ド No 点滅 中 に ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で コ 
ー ド No を 選択 する 。 

④ DTMF キ ー よ り コ ー ド を 入力 する 。 
( 例 ) グル ー プ NO. ら に 546 を 入力 時 


1 ! 
2 ロ チ を た 6 ーー ロ 月 


1 ン 1 
ンー に 5 9 南 ら -5 9 に 
い ⑥⑮ の 


w V/M。MHz, BAND, SCAN キ ー で 点滅 位置 が 切換 り ま す 。 

@ 点滅 し て いる コー ド は 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 マ イク の UP/ ロ OWN キー で 変更 で きま す 。 
w y と P の コー ド に は ( ゆ は 入 力 で きま せん 。 

@ グル ー プ NO.1 一 B で ② を 押す と 0FF と コー ド が 交互 に 表示 され ます 。 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 又 は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を DTMF 側 に 戻す 。 
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| コー ドス ケル チ モ ー ド で 交信 する 。(DSQ) 


DSQ コ ー ド 1 8. P. y の うち ] つ を 
ん で 送受 信 し ます 。 受信 し た コー ド 8 桁 
が 待ち 受け コー ド と 一 致し た ら 、 ス ケル 
チ を 開き ます 。 


圏 コ ー ド スケ ル チ 時 は モニ ターOFF は 影 
因 を 受け な い の で 、 全 て の コー ド が 補 
示さ れ ま す 。 


注意 
オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク を 取付 時 
は マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ 
が DTMF 側 に ある こと を 確認 し て 下さ 
い 。 


1. 準備 する 


@@⑧8⑧8⑧@⑧@ 
F 1 PRI (HPT) | 


① あら か じ め 相 手 局 と 送受 する コー ド を 打 合 わ せ て お き 、 コ ー ド を 入力 する 。 
(ws*P48) 


② F キ ー を 0.5 秒 以上 押し を 点滅 させ る 。 
③ PRI (RPT) キー を 押し 、 コ ー ド スケ ル チ モ ー ド ([WW ) に する 。 
④ ダイ ヤル を 回 すか が 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で コー ド を 選択 する 。 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 5 秒間 操作 が な い \ 場 合 も 設定 終了 。 


ら . 送信 する 


PTT キ ー を 押す 。 
送 千 と 同時 に 選択 し た コー ド 3 拓 を 送出 し ます 。 ピ ポ バ 音 が 間 こ えま す 。 


3. 受信 する 


選択 し た グル ー プ コー ド 9 桁 と 一 致す る 3 桁 の コー ド を 受信 する と 、 ス ケル チ 
が 開き ます 。 
令 出 斉 が 吸 り ます 。 


《 り DSG 運用 時 の 注意 

馬 コ ー ド が 一 致し と スケ ル チ が 開い た 後 、 信 号 が 途切れ て も 9 秒 以 内 は 交信 
が 可能 で す 。 

重信 号 を 受信 し て いな いと き に 、S メ ー タ が 点灯 し な いよ うに 、SQRL ツ マミ 
を 調整 し て 下さ い 。 

欠 オ プシ ョ ン の DTMF マ イク を 取付 て 、DSQ で 受信 する 場合 は 必ず 
REMQTE プ DTMF ス イッ チ を DTMF 側 に セッ ト し て 下さ い 。HREMOTE 
側 に する と 9 が 点滅 し 、DSQ コ ー ド の 受信 、 及 び オ ー ト ダイ アル MO 
の 受信 が で きま せん 。 


グル ー プ ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する (G DSQ) 


送信 側 は グル ー プ コー ド と 自 局 コー ド の 
? 拓 を 送り 、 受 信 押 は 、 自 局 に 登録 され て 
いる グル ー ブ コ ー ド の 中 で 、-- 致 する も の 
が あれ ば スケ ル チ を 開き ます 。 


注意 
自 局 、 相 手 局 や モニ ターOFF の コー ド 
を 選択 する と 、 
1.0FF 表 示 で な い グ ルー プ コ ー ド の う 
ち 、 最 小 No の コー ド が 選択 され ます 。 
2. 全 コー ド が OFF の 場合 は 送信 時 に グル 
ー プ 1 が OFF を 解除 ぐれ ます 。 


攻 受 信 側 は 凶 の 次 の 3 析 の 相手 局 コ ー 
ド を メモ リーy に 書き 込み ます 。 

堅 3 桁 コー ド と 図 の 後に 、 相 手 局 コー ド 
を 受信 し な か っ た と 寺 は 、 ス ケル チ は 
開 ま ます が エラ ー 表 示 に な り ま す 。 


注意 

オブ ショ ン の DTMF 付 マイ ク を 取付 時 は 
マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ が 
DTMF 側 に ある こと を 確認 し て 下さ い 。 


1. 準備 する 


E | PRI (RPT) | 


① あら か じ め グ ルー プ で 、 グ ルー プ コ ー ド 、 そ れ ぞ れ の 自 局 コ ー ド を 決め て 
お き 、 コ ー ド を 入力 する 。 (ss P48) 

② F キ ー を 0.5 秒 以上 押し (IT を 点 減 べ せる 。 

③ PRI(RPT) キ ー を 押し 、 グ ルー プペ パー ジャー モー ド ( 細 男 還 ) に する 。 

④ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で 送信 する グル ー プ コー ド 
を 選ぶ 。 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 


2. 送信 する 
PTT キ ー な 押す 。 図 [ 
右 の 7 約 が 送出 され ます 。 
グル ー プ コー ド 自 局 コ ー ド 
3. 受信 する 


グル ー プ 1 一 B の うち ぢ 、0FF で な い コ ー ド と 一 致す る 3 桁 コー ド と 図 を 受信 する 
と 、 ス ケル チ が 開き ます 。 


念 約 3 秒間 、 呼 出 痛 が 唱 り 、( 還 が 点滅 し 
ます 。 
急 一 致し た グル ー プ コー ド を 表示 し ます 。 


何 が 操作 する と 、 呼 出 音 は 止ま り 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


受信 し た コー ド と 一 致す る コー ド の 検索 は P、]l…8 の 順に 行わ れる の で 、 グ ルー 
ブ コ ー ド の 中 に 一 致す る コー ド が あっ て も 、 自 局 コ ー ド (P) と 一 致し た 場合 は 、 
回 要 ( プ ライ ベー ト ベ ペー ジャ ー) に 変わ り ます 。 (syP5 ら ) 
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| フライ ベー ト ペ ー ジ ャ 
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ー モ ー ド で 交信 する (P DSQ) 」 


送信 側 は 相手 局 コ ー ド と 、 自 司 コー ド を 
送り 、 受 信 側 は 自 局 と 一 致す る コー ド を 
受け 取る と 、 ス ケル チ が 開 寺 ます 。 


軒 受 信 側 は 5 の 次 の 3 桁 の 相手 局 コー 
ド を メモ リー y に 書き 込み ます 。 

画 3 桁 コー ド と 図 の 後に 相手 局 コー ド 
を 受信 し な か っ た 時 は スケ ル チ は 開き 
ます が エラ ー 表 示 に な り ま す 。 


ゴーE < 


注意 
オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク 取 付 時 は 、 
マイ ク の REMOTE プ DTMF ス イッ チ が 
DTMF 側 に ある こと を 確認 し て 下さ い 。 


1. 準備 する 


| PRI 謗 | 


① 交信 する 相手 局 と それ ぞ れ の 自 局 コ ー ド を 決め て お き 、 自 司 コー ド 、 相 手 
局 コー ド を 入力 する 。 (gwP48) 

② F キ ー を 0.5 秒 以上 押し を 点 減 させ る 。 

⑧ PRI(RPT) キ ー を 押し 、 ブ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド (回 回 S 交 ) に する 。 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 5 秒間 操作 が な い 場 合 も 設定 完了 。 


ら . 送信 する 
PTT キ ー を 押す 。 図 「 | 
右 の 7 が 送出 され ます 。 
相手 誤 コー ド 自 局 コー ド 
ニー 王 
3. 受信 する 。 


自 局 コ ー ド と 一 致す る 3 桁 ゴ ー ド と 図 を 受信 する と スケ ル チ が 開き ます 。 


信 約 3 秒間 呼出 し 音 が 唄 り 、 闘 が 拓 減 
し ます 。 


人 @ 析 手 局 コ ー ド を 表示 し ます 。 


w 何 が 操作 する と 、 呼 出 音 は 止ま り 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


受信 し た コー ド が 自 局 コー ド と 一 致し な いで 、 グ ルー プ コ ー ド と 一 致し た 場合 は 
(グル ー ブ プ ベ ー ジ ャ ー) に 変わ り ま す 。(wyP51 ) 


DTMF コ ー ド 1 桁 目 送出 まで の 時 間 を 変更 する 


通常 、DTMF コ ー ド は PTT キ ー を 押し て 
か ら 、 約 450 ミ リ 秒 で 送出 され ます が 、 
DH-450 で レビ ー タ ー 運 用 時 は 、 レ ビー 
ター が 中 継 を 開始 し て か ら コ ー ド が 通過 
する よう に 、750 ミ リ 秒 に し て 下さ い 。 


PRI(RPT) キ ー を 押し な が ら 量 源 を 入れ る 。 


OO"⑳ ペーー POWER 


1 PRI (RPT) 


操作 を する 毎 に 450 ミ リ 秒 ン 250 ミ リ 秒 が 切換 わり ます 。 送出 まで の 待ち 時 
賠 を 2 秒 瑞 表示 し た 後 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


Y Ge 
胡 5 如 きっ) 月 ーー 7 


こり 


DTMF コ ー ド バー スト 時 間 を 変更 する 


DTMF コ ー ド の 名 衝 の 送出 時 間 は 通常 は 
60 ミ リ 秒 で す が 、 こ れ を 100 ミ リ 秒 に 
変更 で きま す 。 


画 相 手 局 が DSQ コ ー ド を うまく 受け 取 
れ な い 時 は 、100 ミ リ 秒 に する こと 
を お すす めし ます 。 


SCAN キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る 。 


rowsR 1 
人 ⑩ さ ーー POWER 


操作 を する 毎 に 6O ミ リ 秒 1 00 ミ リ 秒 が 切換 り ま す 。 バー スト 時 間 を ら 秒 問 
表示 し た 後 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


表 が 


DTMF コ ー ド を マニ ュ ア ル 出 力 する 


オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク (EMS-1 ら ) 
を 取付 時 の み に 動 件 し ます 。 


DSQ モ ー ド に 設定 され て いな く て も 1 コ 
ー ド ずつ 任意 の DTMF コ ー ド を 送出 で き 
ます 。 


① マイ ク の HEMOTE/DTMF ス イッ チ を DTMF 側 に セッ ト す る 。 
⑨ PTT キ ー を 押し た まま DTMF キ ー (0 一 9、 AD、 ※ 、 お ) を 押す 。 


連続 で コー ド 送 出す る 場合 は 、 コ ー ド と コー ド の 間隔 は 8 秒 以内 に し て 下さ い 。 
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3. オ ー ト ダイ ア 


ラー 


オー ト ダ イア ラー と は メモ リー し て お いた DTMF ド を 自動 送出 する 機能 で 、 オ プシ ョ ン の DTMF 付 マイ ク 
(EMS-1 ら ) を 取付 けた 時 の み 動 作 し ます 。 本 機 に は 5 つの 送信 用 DIAL メ モリ ー と 1 つの 受信 用 メモ リー が あり 、 
最大 15 村 の コー ド を メモ リー し て いま す 。 


送信 コー ド を メモ リー に 登録 する 


玉 工 場 出荷 時 、 ダ イヤ リル メモ リー に は 何 も 
登録 され て お ら ず 、 ブ ラン ク 表 示 に な 
り ま す 。 コ ー ド 登録 後 は 入力 し た コー 
ド が 表示 され ます 。 


還 MO は 受信 専用 メモ リー で す 。 コ ー ド 
の 入力 は で きま せん 。 


較 続 け て 次 の コー ド の 登録 する 場合 は 
に 戻っ て 操作 し て で で さい 。 


男 DIAL 表 示 が 点灯 し て いる 時 の み オ ー 
ト ダ イア ラー が 動作 可能 で す 。 


画 ポ ー ズ を 含め 15 手 まで 入力 で きま す 。 


① マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を REMOTE 側 に セッ ト す る 。 が 
点灯 し ます 。 
⑧ マイ ク の DTMF キ ー よ り ⑨⑤ を 入力 する 。 


導 メモ リーNo が 点滅 し 、 ダ イア ルコ ー ド 
ー 設定 モー ド に な り ま す 。 


③⑧ マイ ク の UP/DOWIN キ ー で 登録 する メモ リー な を 選択 する 。 
M1 一 MB の いずれ か を 選び ます 。 
⑨④ DTMF キ ー で コー ド (O-9、# 、A て D) を 入力 する 。 
入力 し た コー ド は 右端 に 表示 され ま 
は 人 y 8 す 。 前 の コー ド は 1 つ ず つ 左 に 移動 
- 寺 - し ます ず 。 
最大 15 析 まで 入力 で きま す 。 


PTT キ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 、REMOTE ス イッ チ を OFF に する か 、5 秒 間 拘 作 が な い 場 合 
も 設定 終了 。 
最後 の 表示 メモ リー に コー ド が 入力 さ 
れ て いる と DIAL 表 示 が 点灯 し ます 。 


4 
に 半 も た だ サチ (MO を 除く ) 
二 』 


ポー ズ を 入力 する 

キー を ら 回 押す と 一 が 表示 され 、 ポ ー ズ が 設定 され コー ド 送 出 間隔 が 1 秒 

お か れ ま す 。 1 回目 の で は H が 表示 され 、 2 上 
で - に な り ま す 。 
を 2 つ 連 続 し て 入れ る 場合 

1 
ー に すく ピロ ① @ を 3 回 押 す と 、 
表 ss 8 ーー が 表示 され ます 。 


⑫ ダイ ヤル で 据 し て 、 一 の 1 つ 前 の 


1 と 次 の コー ド の 間 は 1 秒 お いて 送出 され ます 。 RT キー を 押し 


入力 し た コー ド を 修正 する 
① コー ド 入 力 中 に ダイ ヤル を 回 し て 修正 し た い コ ー ド の ] つ 前 の コー ド を 大 
端 に 表示 する 。 
( 例 ) コー ド 123#354 が 登録 され て いる 場合 
時計 方 向 
レコ コル, コ と と 
2 だ ど ゴ が ゴ 5 トー テ ン た す ど に ゴ 
1 人 
友 時 計 方 向 
MS ョ し 需 具 
だま) ト 2 に ゴゴ 5 
1 1 本 
② 新しい コー ド を 入力 する 。 
( 例 ) 1 23#354 を 183#754 に 修正 
② を 入力 
す 時 、 レ ナコ ユ 
の ヨロ ロー デー に ピコ ゴ ど 』 
ヒコ " に コ 
L 
入力 し た コー ド を クリ ア す る 。 
H/L キ ー を 押す と 全 コ ー ド が クリ ア 。 
リン コー ド 家 示 が 消え ます 。 
パー 
受信 し た DTMF コ ー ド を 確認 する 
受信 専用 メモ リーMO を 見 る と 、 受 信 し ① ダイ ヤル コー ド 設 定 モ ー ド で MO を 選択 する 。 
た 最新 の DTMF コ ー ド 15 桁 を 確認 で き 受信 コー ド の 最後 の 5 桁 を 表示 し ます 。 
ます 。 
②④ ダイ ヤル を 回 し て 受信 コー ド を 確認 する 。 
注意 ③ MO を 消去 する に は H/L キ ー を 押す 。 
w HEMOTE/DTMF ス イッ チ が REMO- ④ PTT キ ー か が F キ ー を 押す と 終了 。 
TE 側 の 時 は DTMF コ ー ド は 受信 で き 8 秒間 操作 が な い 場 合 も 終了 。 
ませ ん 。 
@ 亜 源 を 切る と MO の 内 容 は クリ ア さ れ ⑤ ひき 続き 受信 コー ド を メモ リー する 場合 は 必ず REMOTEE/ ロ DTMF スイッチ 
8 を DTMF 剛 に する 。 
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オー ト ダ イア ラー で コー ド を 送出 する 


9 コー ド が 登録 され て いな い メ モリ ー や 
MO を 選択 し て 終了 する と 、DIAL 表 
示 は 点灯 し ませ ん 。 


w DIAL 表 示 が 消灯 中 は コー ド の 送出 は 
で きま せん 。 


W REMOTE/DTMF ス イッ チ の ON/OFF 
に か か わら ず コ ー ド 送出 で きま す 。 


M1 に コー ド が 登録 され て いな い 時 は 、 
コー ド は 送出 され ませ ん 。 


1. 任意 の DIAL メ モリ ー を 送出 する 


① マイ ク の REMOTE/ DTMF ス イッ チ を HEMOTE 側 に セッ ト す る 。 
② マイ ク の DTMF キ ー よ り ⑨⑧⑤ を 入力 する 。 
⑧ マイ ク の UP/DQWIN キ ー で 送出 し た い メ モリ ーNa を 選択 する 。 
④ PTT キ ー で 設定 終了 。5 秒 間 操 作 が な い 場 合 も 設定 終了 。 
DIAL 表 示 が 点灯 し て いる こと を 確認 し て 下さ い 。 
⑥⑤ PTT キ ー を 押し な が ら マ イク の ロ OWIN キ ー を 押す 。 


選択 し た メモ リーNA の DTMF コ ー ド が 
送出 され ます 。 


ら 2. DIAL メモ リーM1 を 送出 する 


DIAL 表 示 点 灯 状 態 で PTT キ ー を 押し な が ら マ イク の UP キー を 押す 。 


M1 の DTMF コ ー ド が 送出 され ます 。 


オー ト ダ イア ラー を 禁止 する (DIAL 消 灯 ) 


コー ド が 登録 され て いな い メ モリ ーNQ や MO を 選択 し て @⑤⑨ コ マン ド を 終了 す 
る と 、DIAL 表 示 は 消灯 し オー ト ダ イア ラー の 送出 は で きま せん 。 


リモ コン 機能 


リモ コン 機能 は オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク (EMS- 1 8} を 取付 けた 時 に の み 動 作 す る こと が で きま す 。 


マイ クリ モコ ンコ マン ド 
注意 コー ド | 対応 キー 動作 ペー ジ | 
マイ クリ モコ ンコ マン ド は いずれ も VFDO VFO A/B& メ モリ ー シ フ ト 
撤 220 ら Ce VM VFO/ メ モリ ー モ ー ド 呼出 し 15 
CS CALL CALL モ ー ド 呼出 し 15 
C4 BAND メイ ン バ ン ド 、 サブ バ ンド の 切換 え 1e 
C5 オー ト ダ イア ラー コー ド 投 写 54 
Ce チャ ン ネ ルス コー プ 受信 時 間切 換え 25 
G フ 7 ーー チャ ン ネ ルス コー ブ シン グル スタ ー ト | 25 
Cg | 間 党 | Deq モ ー ド 琶 4 フ 
FUONC 語 5 ES 
C9 | ov | DSQ コ ー ド 避 定 48 
GO SRCH チャ ン ネ ルス コー プ 開 始 と 終了 25 
6 | る 科 プロ グラ ム ス キ ャ ン 87 
op | 9 | ez 36 
CC コマ ンド 入力 キャ ン セ ル ー 
CD *PRI プラ イオ リティ 38 
aWI 点 ! ょ キュ ッ ー ョ 
*DR-150 の PRI キ ー と 、DR-450 の C# EE チャ ン ネ ルス テッ プ 朗 定 38 
屋 加 避 点 減 中 の SHCH キ ー は 同じ で ーー 
0 cx| mr 送信 出力 抽 14 
マイ クリ モコ ン の コマ ンド 操作 手順 
④ マイ ク の REMDTE/DTMF ス イッ チ を REMOTE 側 に セッ ト す る 。 
RC 点灯 時 は 本 体 キ ー は 全て 有効 軌 絆 が 点灯 し ます 。 
で す が 、 点 江 中 は 本 体 キ ー は 争 効 
と な り ま す 。 
④ 1 桁 目 @) を 入力 する 。 
1 痢 由 入力 後 、B 秒 隊 操 作 が な い 
と 1 閣 目 の 入力 が 幼 効 と な り 、 図 が 点滅 し ます 。 
が 点灯 に 戻り ます 。 
③ 5 秒 以内 に ら 格 目 を 入力 する 。 
入力 し た コマ ンド に 応じ て 動作 し ます 。 
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昔 コ マン ド の 説明 


G1 


C2 


CS3 


C4 


C5 


C6 


CZ 


C8 


C9 


CO 


CA 


本 体 の VFD キ ー と 同機 能 (smP15) VFO モ ー ド で 
VFO A と B を 切換 えま す 。 

また メモ リー モー ド で は 一 時 可 秋 モ ー ド に な り 
(mswP18)① キ ー の 押下 が 1 秒 に な る と 、 メ モリ ー デ ー 
タタ を VFO に コピ ー し ます 。CALL モ ー ド で も ① キ ー を 
1 秒 押 す と デー タ を VFO に コピ ー し ます 。 


本 体 の V/M キ ー と 同機 能 (mwP15)VFO モ ー ド と メ 
モリ ー モ ー ド を 切換 えま す 


本 体 の CALL キ ー と 周 機能 (swP15)CALL モ ー ド を 
呼出 し ます 。CALL モ ー ド で 入力 する と 、 コ ー ル に な 
る 前 の モー ド (VFO/ メ モリ ー) を 呼出 し ます 。 


本 体 の BAND キ ー と 同機 能 (wwwP16) メ イン バン ド と 
サブ バン ド を 切換 えま す 。 


オー ト ダ イア ル メ モリ ー に コー ド を 設定 し ます 。 ま た 、 


送出 する コー ド を 選択 し ます 。 (wsrP54) 


チャ ン ネ ルス コー プ 中 に 入力 する と 、 セ ンタ ー 周 波数 
の 受信 時 間 の 5 秒 、0 秒 を 切換 えま す 。 チャ ン ネ ルス 
コー プ 開 始 時 は 5 秒 モ ー ド で 受信 し て いま す 。 
(gswyP25) 


チャ ン ネ ルス コー ブ 中 に 入力 する と 、 シ ング ルス ター 
トモ ー ド で 受信 し ます 。(wsyP25) 7 波 の レベ ル 表 示 
を 一 回 行っ た 後 、 セ ンタ ー 周 波数 の 受信 を 続け ます 。 


本 体 の 司 軒 点 減 中 の PRI(HPT) キ ー と 同機 能 。 
(eswP47)DSQ モ ー ド を 設定 し ます 。 ⑨⑤⑧ 入 力 後 、⑥ 
キー を 押す 毎 に DSQ モ ー ド が 切換 り ま す 。 グ ルー プ 
コー ド の 選択 や 本 体 キー を 使っ て コー ド の 入力 も で き 
ます 。 


マイ ク の DTMF キ ー を 使っ て DSQ コ ー ド を 入力 し ま 
す 。 (psyP48) PTT キ ー を 押す と 入力 を 終了 し ます 。 


本 体 の SHRCH キ ー と 同機 能 (wwP ら 2) チャ ン ネ ルス 
コー プ を 開始 及び 停止 し ます 。 


本 体 の BCAN キ ギー を 1 秒 以上 押し た と ぎ と 同機 能 
(syP27) プ ログ ラム スキ ャ ン を 開始 、 停 止 し ます 。 


CB 


CC 


CD 


C# 


C※ 


注意 


本 体 の 点灯 中 の REV キー と 司 機能 (mirP36) 
受信 周波 数 と 送信 周波 数 を 反転 し ます 。 


コマ ンド 入力 を キャ ン セ ル し ます 。 


DR-150 は 本 体 の PR! キー.DR-45O は 点滅 中 
の SRCH キ ー と 同機 能 (gwP32) プラ イオ リティ を 開 
始 、 停 止 し ます 。 


本 体 の 点灯 中 の STEP キ ー と 同機 能 (wwP38) 
チャ ン ネ ルス デップ を 変更 し ます 。PTT キ ー を 押す 
と 終了 し ます 。 


本 体 の H/L キ ー と 同機 能 (ms 避 1 4) 送 信 パ ワー を 
H.ML の 9 段階 に 切換 えま す 。 


送信 中 と 各 設 定 モ ー ド 中 は マイ クリ モコ ン の コマ ンド は 動 
作 し ませ ん 


| 周 波数 の ダイ レク ト 入 力 


VFO、 メ モリ ー、CALL の いずれ の モー ド で ① マイ ク の FEMOTE/DTMF ス イッ チ を REMOTE 側 に セッ ト す る 。 


も 周波 数 を 直 摂 入力 する こと が で きま す 。 が 点灯 し ます 。 
入 ② DTMF キ ー よ り 100MHz 台 か ら 10kHz 台 まで 入力 する 。 
- 」 1kHz 台 で 入力 可能 な 周波 数 が 点滅 し ます 。 
we メイ ン バ ン ド で サブ バン ド の 周波 数 を 入 
カ じ だ 5 その 逆 の 場合 は 自動 的 に バン ( 例 ①②④②④③⑨⑧ を 入力 
ド が 切替 り ます 。 P 全 時 だ だ た 訂 ー 50O と 75 が 点滅 し ます 。 
1 ト 1kHz 台 の 入力 が で きる の は ⑨ 


介 現在 セッ ト し て いる チャ ン ネ ルス テッ プ 
に 合わ な い 周 波 唐 を 入力 する と 、 そ の 後 @② キ ー を 押す と 、 1 文字 バッ ク し ます 。 
の 周波 致 UP/DOWN 時 に 、 チ ャ ン ネ ル 
ステ ッ プ に 合わ せ て 周波 数 が 補正 され ま ⑧ ]kHz 台 を 入力 する 。 
す 。 - 


⑤ ⑦ の いずれ か で す 。 


( 例 ) ⑯ を 入力 。5O が 点灯 し て 、 入 
力 完了 で す 。 


入力 を 完了 する と VFO モ ー ド に な り 
ます 。 


入力 の 取消 し ) PT エキ ー か F キ ー を 押す 。 
又は 5 秒間 控 作 が な い 場 合 も 入力 を 取消 し 、 元 の 周波 数 に 
戻り ます 。 


DTMF 付 り モ コン マイ ク (EMS-16) ③ PTT キ ー 
本 体 付属 の マイ ク の PTT キ ー と 同じ で す 。 押し て いる 問 、 
送信 状態 に な り ま す 。 箇 設定 操作 中 は 設定 を 完了 し ます 。 


④ DTMF キ ー 
リモ コン コマ ンド や 周波 数 の 入力 に 使用 し ます 。 ま た 、 
送信 中 に 押す と DTMF 信 号 を 送信 し ます 。 


@@ @ ら @ ら 


⑥ ロッ クス イッ チ 
スイ ッ チ を ロッ ク す る と 、 マ イク の UP/DOWN キ ー が 
働か なく な り ま す 。 


⑥ REMOTE/DTMF ス イッ チ 
①④ UP/DOWN キ ー マイ ク で り モ コン 操作 する 時 は HEMOTE 側 に 、DSQ 連 
本 体 付属 の マイ クロ ホン の UP/DOWN キ ー と 同じ で す 。 用 する 時 は DTMF 側 に し て 下さ い 。DSQ 運 用 時 に 
周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル な どの UP ン DOWN が で き REMOTE 側 に する と 表示 が 点滅 し 、DSQ コ ー ド 
ます 。 や ダイ ヤル MO の 受信 が で き な く な り ます 。 
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( パケ ッ ト 通 信 


パケ ッ ト 通 信 は 、 音 声 の か わり に パソ コン な どの キー ボー ド を 操作 し て 行う デー タ 通 信 の ひと つ で す 。 


アン テ ナ 

⑧DC 安 定 化 吉 源 (DRH-150・450 用 ) 
oO】 し (TNC 用 ) 
④TNC(Terminal Node Cantroller) 
パソ コン な ど 


@ パ ケッ トド 通信 


に 必要 な も 


呈 
ら 


2 
名 


半 


w 電源 は 本 機 用 と TNC 用 の 2 つ を ご 用 意 く だ さい 。 
また 、 本 機 ・TNC・ バ パソコン 間 が 近 す ぎる と ノイ ズ を 受け る こと が あり ます 。 
拍手 局 と 周波 数 を ご 確認 くだ さい 。 周 波数 が ずれ で て いる と リト ライ 回 数 が 多く な る こと が あり ます 。 


本 機 に は 通常 の 1G00bpS 等 の パケット 通信 と 、9SOObps 専 用 の パケ ッ ト 通 信 の 2 通り の 運用 方 法 が め り ま す 。 そ れ ぞ れ 
TNC 等 の 接続 方 法 が 異な り しま す の で 運用 する パケ ッ ト の 方 式 に よっ て 接続 し て くだ さい 。 


TXD( 送 信 デ ー タ ) 入力 感度 


[ 入 カ イン ピー ダ タンス | 拓 調 入力 対応 する 機器 
600bps ら .2kQ 10mVp-p 通常 の TNC や デー タ 通 信 機 に 対応 
9600bps 47kD 2Vp-p 市 販 の 96D0bps モ デム /TNC に 対応 


注意 | @ 最 適 デー タ 入 力 レベ ル (1200bps -1OmVp- p/6OObps- ら Vp -P) か ら 大 ぎく は ずれ た 場合 は 、S/N 悪 化 、 牌 あみ により 正 常 な デ 
ー タ の や り と り が で き な く な り ま す 。 
ぁ 600Dpg 運 用 時 、 デ ー タ 入力 レベ ル が 約 3 は Vp-p ま で 大 きく な っ た 場合 は 、 本 機内 部 の リミッタ 回 路 が 働 き 送信 デー タ を 制限 し 
て し まう の で 正常 な 運用 が で き な く な る こと が あり ます 。 そ の 時 は TNC 側 の ボリ ュー ム を 操作 し て 最適 レベ ルル に な る よう に し て 
下さ い 。 
9 96OObpS を 越え る スピ ー ド の GMSK 信 号 や 、 歪み の 多い 信号 を 入力 ける と 、 エ ラー が 多く な る ば か り で な く 、 占有 有 居 波 数 帝 員 
が 広く な り 他 局 に 迷惑 を か が ける こと に な り ま す の で ご 注意 下さ い 。 


1. 1800bps 等 の バケ ッ ト 通 信 


| 1 . パケ ッ ト 用 通信 機器 を 接続 する 


無線 馬 の 前 面 に ある マイ ク 端 子 と 後面 に お ある スピ ー カ ー 端 子 (SP) に TNC 等 の デー タ 通 信 機 を 接続 し て 下さ い 。 


セッ ト 正 面 より 見 た 図 


e NG 端子 に は 接続 し な いで 下さ い 。 


①⑪TxD ( 信 デー タ 入 力 ) 
TNC の MIC 入 力 を 接続 し ます 。 
@⑧PTT 
PTT 出 力 を 接続 し ます 。 
上 に 落と す と 送信 し ます 。 
⑧NC 
④⑨NC 
⑧NC 
@NC 
⑦DE (TXD 用 GND) 
TNC 出力 用 の GND 
⑱GND (PTT 用 GND) 


G.5 ゅ プラ グ 接 続 


BSP 端 子 


AFO (デー タ 出 力 ) 
ボリ ュー ム を 通 つ た 後 の 受 信 
信号 を 出力 し ます 。 

⑲GND (AFO 用 GND) 


g. バケ ッ ト 通 信 す る 


①SQL ツ マミ を スケ ル チ が 閉じ る 状態 まで 
②④VOL ツ マミ を パケ ッ ト の 入力 レベ ル に 応 


回 


すず 。 


じ て 調 整 する 。 
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ら . 9600bps 専 用 の バケ ッ ト 通 信 


| ]. バケ ッ ト 用 通 信 機 器 を 接続 する 四 軸 


無線 擁 の 前 面 に お る マイ ク 端 子 と 後面 に め る 9600Dps パ ケッ ト 専 用 端子 に TNC 等 の デー タ 通 信 機 を 接続 し て 下さ い 。 


ら .5 ゅ プラ グ 接 続 


ソ @ 


SgBOObps 
バケ ッ ト 専 用 
端子 


⑬TxD (送信 デー タ 入 力 ) 


NR 
マイ ク 端 子 
/ 


エーーー TNC の MIC 出 力 を 接続 し ます 。 
マイ クコ ネ ク タ 援 続 ⑫PR8600 
NGC (9600Dps 用 デー タ 出 力 ) 
@PTT FM 検 泊 出 力 を 出力 し ます 。 
PTT 出 力 を 接続 し ます 。 出力 レベ ル 100mVp-p/47kn 
上” に 落と す と 送信 し ます 。 ⑬DE (TxD 用 の GND) 
⑧NGC TNC の 出力 用 の GND で す 。 
@④NC 
@⑧NC 
セッ ト 正 面 よ り 見 た 図 @NC 
@NC 
注意 | GND (PTT 用 GND) 
更 NC 端 子 に は 接続 し な いで 下さ い 。 
ら . パケ ッ ト 通 信 す る ] 


①SQL ツ マミ を スケ ル チ が 盟 じ る 状態 まで 回 す 。 
(VOL ツマ ミ を バケ ッ ト の 入力 レベ ル に 応じ て 調整 する 。 


8) ( 保守 に つい て 
急 故 障 と お 考え に な る 前 に 多 


次 の よう な 症状 は 故障 で は あり ませ ん の で よく お 確か め に な っ て 下さ い 。 処置 を し て も な お 異 油 が 続く 場合 
は 全 リ セッ ト (GewP42) を し て みて 下さ いい 。 症状 が 回 復 する こと が あり ます 。 


丸 処 置 
電源 スイ ッ チ を 入れ て も ディ ス | a 電源 の 1) 端子 と に -) 端子 の 接続 が 逆 に | a.DC 是 源 コ ー ド (付属 品 ) の 赤色 側 を (①) 
ブレ イ に は 何 も 表 示さ れ な い 。 | な っ て いる 。 館 子 、 昧 色 側 を (-) 端子 に 正しく 接続 
し て 下さ い 。 
b. ヒ ュー ズ が 切れ て いる 。 b. ヒ ュー ズ が 切れ た 原因 に 関す る 修理 を し 
た 後 、 指 定 容量 の ヒュ ー ズ と 交換 し て 下 
さい 。(*1) 
ディ スプ レイ の 表示 が 暗い 。 | e, 電源 加 圧 が 民 下 し て いる 。 . 電 源 圧 は DC13.8V で す 。 


b. デ イィ マー の 設定 が 暗い 設定 に な っ て いる 。 | b. デ ィ マ ー 設 定 を 明る い 方 に し て 下さ い 。 
スピ ー カ ー が か ら 音 が 出 な い 。 a.VOL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 絞り すぎ て | a.VOL ツ マミ を 適当 な 音量 に セッ ト し て 下 


受信 で き な い 。 いる 。 さい 。 
b. ス ケル チ が 閉じ て いる 。 b.SQL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 回 し て 下さ し % 
Cc. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 c. トー ンス ケル チ を OFF に し て 下さ い 。 
d. DTMF ス ケル チ が 動作 し て いる 。 d.DTMF ス ケル チ を QFF に し て 下さ い 。 
e. マ イク ロホ ン の PTT ス イッ テ が 押さ れ 、 | @. す みや か に PTT ス イッ チ を OFF に し て 
送信 状態 に な っ て いる 。 ざい ぃ 。 
f S メ ー タ スケ ル チ が 働い て いる 。 f 弱い 借 号 も 受信 し た い 時 は 、S メ ー タ スズ 


ケル チ を OFF に し て 下さ い 。 
キー、 ダ イヤ ル が 動作 し な い 。 | キー ロッ ク 状 態 (KL 点 灯 ) に な っ て いる 。 | キー ロッ ク を 解除 し て 下さ い 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ン が で き な い 。 | メモ リーU.L に 上 下限 の 周波 数 が 正しく 登 | UL は 同じ バン ド 帯 で U>L に な る よう 、 周 


録 さ れ て いな し ぃ 波数 を 登録 し て 下さ い 。 
PTT キ ー を 押し て も 送信 で き | 8. マ イク ロホ ン 端 子 の 差し 込み 不 完全 。 8. マ イク ロホ ン を 確実 に 碁 し 込ん で 下さ い 。 
な い 。 b. ア ン テ ナ が 接続 され て いな い 。 b. ア ン テ ナ を 確実 に 接続 し て 下さ い 。 
レビ ー タ ー を アク セス で き な い 。 | レビ ー タ ー を 使う た め の 設 定 が 間違っ て | トー ン 88.5Hz -5MHz シ フト に 設定 し て 
(DR-450) いる 。 下さ Ci 


*] ヒュ ー ズ の 交換 必ず 指定 容量 の ヒュ ー ズ を ご 使用 下さ い 。 
DC 電源 コー ド の ヒュ ー ズ は 15A で す 。 


ヒュ ー ズ を 交換 し て も すぐ に ヒュ ー ズ が 切れ る 場合 は 、 電 源 ブ ラグ を 抜い て 販売 店 又は 当社 サー ビ 
ス セ ンタ ー へ ご 連絡 下さ い 。 
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@ ア フタ ー サ ービス 


1. 保 証書 一 保証 囲 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記 3. 保証 期間 経 信 後 の 修理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 
入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 

ら . 保 証 期 間 一 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 修理 に よっ て 携 能 が 維持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 層 望 に より 有 
正常 な ご 使用 状態 で この 期間 中 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手 料 で 修理 いた し ます 。 
数 で す が 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 4. ア フタ ー サ ービス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 ま 
サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相 談 く だ さい 。 
保証 乾 の 規定 に 従 つて 修理 いた し ます 。 


@ 申 請書 の 書き 方 


本 機 は 「 技 術 適合 証明 ] を 受け た 機械 で す 。 

本 機 の 底面 に 貼ら れ た 技術 工 準 適合 証明 シー ル に 証明 番 

号 が あり ます 。( 稚 号 は 無線 機 ご と に 異な り ます ) 
本 機 に より 、 ア マチ ュ ア 無線 局 を 申請 する 場合 、 市 販 の 
請 用 紙 に 下記 の 事項 を 間違い な く 記 載 の 上 、 申 請 し て 下さ 
い 。 本 機 を 使用 し て 技術 適合 証明 を 受け る 場合 は 、 工 事 設 
計 書 と 技術 証明 発行 願 の 送信 機 の 欄 に 技術 適合 証明 番号 を 
記載 すれ ば 送信 系 統 図 な どの 記載 を 省略 で きま す 。 な お 、 
ロタ イプ で 申請 する 場合 は 第 ら 級 アマ チュ ア 無 線 技士 以上 
の 資格 が 必要 に な り ま す 。 


技術 基準 和合 証明 シー ル 


技術 拓 準 適合 証明 で 申請 する 場合 


〈 技 適 証明 発行 願 ? < 無線 局 事項 及び 工事 設計 書 ( 青 面 )〉 
送信 機 笑 号 | 技 適 証明 送信 機 に 貼ら れ て いる 「 技 通 証 明 ラ ベル 」 の 配 号 和 号 希望 する 周波 数 の 入団 、 空 中 線 必 力 、 皿 流 の 型式 居 : 工 表 設計 第 1 送信 系 
| 短 向 EEET TE 加 波 の 型式 変更 の 福 別 | 是 青 正吾 3 


*81.| Fo FS 8 胃 *1 


は 
ーH 可 1 
1 
ig 1 
! 


発 待 可能 な 電波 
の 型式 
周波 数 の 男 時 


に 1 | 人 中 の 穫 * ま 4 
| 日 ! | その H6 の 半 | 踊ら 間 に 外す . 
*1、* ど 、*G、* ネ 4、 に それ ぞ れ の モデ ル に 該当 する 事項 を 下 表 に 従っ て 記入 し て 下さ い 。 
信明 DR-15OS DR-15OH DR-450S DR-45OH | 
*1 KV139- ーー- KV138_____ KU14 フ ーーーーー KU146_-_--- | 
* ら 144M 144M 43OM 430M | 


いま だ 】 10 SO 10 40 
* 人 オ 使用 する 空中 線 の 型式 を ご 記入 下さ い 。 


パケ ッ ト 通 信 の 付属 装置 を つけ て 申請 する 場合 
パケ ッ ト 通 信 の た め に TNC 等 を つけ る 場合 は 、 技 術 適合 受信 機 で な く な り 、 保証 認 定 を 受け て 申請 し ます 。 
< 技 油 証明 発行 願 > 
① 「2. 送信 機 .6] の 欄 に 技 適 証明 の 番号 を 記入 し ます 。 
②「 ブ . 付属 装置 」 の 樽 は 「 有 ] に 〇 を つけ ます 。 
裏面 の 「5. 送信 指 の 付属 装 置 」 の 拉 は 付属 装置 の 名 称 、 方 式 、 規 格 を 購 考 位 に 該当 する 送信 機器 号 を 記入 し て 下さ い 。 


付属 装置 の 方 式 、 規格 例 


18200bps g6Q0Obps 
AX.25 プ ロト コル 準拠 
AFSK GMSK 
方 式 副 錠 居 泊 周 小数 1700Hz ガウ ス フ イ ル タ に より 域 制限 
周波 数 編 移 土 5OOHz (BbT=0.5) され た GMSK ベ ー ス 
バン ド 信 号 に よる 直接 周 洲 数 
| 還 吾 式 Fe F1 
| 周波 数 移 よら .4KkHz 


< 無線 局 事項 及び 工事 設計 書 > 
付属 品 を 付け る こと に より 、 追 加 に な る 事項 を 含め て 記入 し ます 。 
DR-150S DR-150H DR-450S DR-450H 
*1 技 適 証明 の 番号 を 記入 し ます 。 技 適 証明 の 番号 を 記入 し ます 。 
に ーー 二 球 計時 休 *※ ら | F1、F2、F3 | F1、F2、F3 | F1、F2、F3 | F1、F2、F3 
変更 の 外史 | 遇 寺 肢 生 上 1 py ar 
SM 計 | *1 144MHz 帯 144MHz 430MHz 帯 430MHz 帯 
*d | リア クタ ンス 変調 | リア クタ ンス 変調 | リア クタ ンス 変調 | リア クタ ンス 有 変調 
死 射 可能 な 電波 
の 聞 式 * ら * 人 4 | 144MHz 帯 144MHz 帯 43OMHz 帯 430MHz 帯 
の 10w 50W 10W 40W 
*5 | 144MHz 帯 144MHz 帯 | 430MHz 帯 430MHz 帯 
2 9 M57715 S-AV1 フ M57752 M5778BM 
EE *4 *6 13.5V 13.2v 13.5V 13.ev 
還 名 称 個数 *5 ネプ | 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し ます 。 | 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し ます 。 
覧 
ー | * ま 6 Y 斉 | "[* 2] 9600bps の パケ ッ ト 通 信行 わな い 場合 は F1 は 記入 せ ず FG か F3 の み に 
送信 空中 線 の 虹 式 ネプ 注意 な り ます a UE g 8 が 
| 生還 に 押す @ 央 流 数 測定 装置 の 剛 は (B 無 ) に ひ を つけ ます 。 
@ 送信 機 系 統 較 の 添付 は 省略 で きま す 。 
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人 送信 系 統 図 


D DR-150S/H 144.000 一 
145.995MHz 
MIC に ーーー ー ーー 
低 周波 増 呈 坦 幅 
0 52008 に | 還 計 3 避 2 ANT 
18V815X2 上 
加 144.000~ 
リミッタ 145.995MHz 電力 増 柚 
ロー バス フイ ル タ ロー バス フィ ル タ 


和 キ 


| PLL |。 | 下條 
CPU M81504L 8 


低 周波 増幅 
NJMeS08 


リミッタ 
ロー パス フィ ル タ 
NJM2908 


ビ 


18.8MHz 


VCO 
28C4826 


18V815X8 


ロー パス フィ ル タ 


DH-4508/H 
緩衝 増幅 
88C4886 


430.00 一 
439.99SMHz 


cpU ーッ 


多 オ プシ ョ ン 


に 級 衝 増幅 
28SC4226 


ロロ ロ 


12.BMHz 


DTMF 付 リモ コン マイ ク (EMS-1 ら ) 


付属 の マイ クロ ホン の か わり に 取付 ける と 、 マ イク リモ コン 操作 が 可能 に な り 


緩衝 増幅 
8C486 


DR-150S M57715 
DR-150H S-AV1Z 


430.00< 
439.995MHz 


動 振 増幅 
28C3357 


天 志 増 必 
時 間 ANT 


+ 
電力 部 


DR-4SOS M57752 
DR-450H M5778BM 


\9.300 


トー ンス ケル チ (CTCSS) ユ ニット (EJ-20U) \4.800 
トー ンス ケル チ 機 能 を 動作 させ る た め に 必要 な ユニ ッ ト で す 。 


< 取付 方 法 > 


① 上 ケー ス の 4 本 の ネジ を 外し て 、 上 ケー ス を 外し て くだ さい 。 ( 図 A) 
② フロ ント パネ ル 側 か ら 見 て 左手 前 の コネ クタ に トー ンス ケル チ ユ 


ニッ ト を 取り 付け ます 。 ( 図 B) 


③ 付属 の 両面 テー プ で トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を VCO ケ ー ス に 貼り 


つけ て 下さ い 。 


④ 上 ケー ス を 取付 け 、4 本 の ネジ を 止め て 下さ い 。 


ます 。 (詳細 は P57ーP59 を お 読み 下さ い 。) 


フロ ント パネ ル 


仕様 モデ ル | DR-1508 DF-150H DR-4508 DR-450H 
周 波 数 範 144.000~145.995MHz 430.000-439.995MHz 
埋 波 型式 Fa F3 (FM) 
アン テ ナ イ ン ビ ピー ダ ンス 50Q 
ー| 電源 電 左 DC 13.8v 
誠 し 援 地 方 式 マイ ナス 接地 
| き E 3.0A 100A 30A 10.0A 
受信 OGA 06A 0.6A 06A 
様 | 周波 数 安定 度 土 10ppm 以下 王 5ppm 以下 
DR-1508. 450S 140mm (W) x40mm(H) x115mm (①) 
寸法 (突起 物 含ま ず ) 
DR-150H, 450H 140mm (W) x40mm(H) x 1 88mm (D) 
還 較 蘭 : 時 750g 800g 750g 800g 
H 10W 50W 10W 40W 
送信 出力 M SW 25W 5W 20W 
] 送 L 約 1W 約 10W 約 1W 約 5W 
| 変調 方 式 リア クタ ンス 変調 
| 不要 幅 射 強度 ーBOdB 以 下 
部 | 最大 周 流 数 帥 移 土 5kHz Tl 
変 詞 ひ ずみ (60% 変 調 時 ) 9 以下 
マイ クロ ホン イン ピー ダン ス 600Q 
受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー へ テロ ダイ ン 
中 間 周 波 数 lst.45.1 MHz 2nd.455kHz 
受 | 受 代 度 (12dBSNAD) メイ ン バ ン ド -16dBu 以 下 サブ パン ド -10dBp 以 内 
信 | 選 所 度 -BdB:12kHz 以 上 -60dB:2BkHz 以 下 
癌 | スケ ル チ 感 麻 -20dB 以 下 
低 周波 出力 (最大 時 ) 1.5W 以 上 
低 周波 出 カ イン ビー ダン ス 8n 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 で 測定 し た も の で す 。 (部 社内 測定 法 を 含む ) 


67 


Ra し イ つつ 株 式 会 社 電子 事 業 部 


所 1030027 束 京 都 中央 区 日 本 橋 ら 丁目 3 番 4 号 日 本 橋 ブ プラザ ビル 14 階 033278-58B8 
所 『5408580 大 屋 市 中 央 区 域 見 ら 丁 目 1 番 B1 号 ツイ ン 2! MID タ ワー85 王 全 05-6846-8140 
所 ?812QO16 舞 較 市 博多 区 埼 多 駅 刺 1 丁 目 9 番 6 号 第 3 寺 多 信成 ビル 7 際 = 092.473-8034 
所 な 1.231-7712 名 古屋 営業 所 な 058-212.0541 
所 


次 02g-281-8280 広 全 営業 所 豆 088-222.0234 
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